
川
題
名
の
「
し
な
い
支
部
」
は
、

川
越
後
や
山
形
支
部
の
よ
う
に
国

秩
父
宮
記
念
学
術
賞
の
第
八
回
授
賞
式
が
、

本
日
学
術
振
興
会
に
よ
り
挙
行
さ
川
名
・
県
名
を
冠
称
し
た
支
部
名

れ
、

今
年
は
松
方
三
郎
氏
を
隊
長
と
す
る
三
十
九
名
の
隊
員
に
よ
る
「
一
九
七

O
川
で
は
な
い
。
正
称

登
録
ず
み
の

年
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
の
業
績
」
に
対
し
て
授
賞
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

私
の
心
か
ら
川
署
支
部
の
実
質
的
な
私
称
で

山

・
置
す
匂
‘

の
よ
ろ
こ
び
で
ご
ざ

い
ま
す
。
川
昭
和
二
十
一

年
創
立
以
来
、

世
界
の
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト

の
そ
ぴ
ゆ
る
限
り
、

い
つ
の
日
か
我
が
国
も
一
度
川
見
る
ベ
き
事
業
ら
し
い
も
の
は

は
登
頂
を
と
い
う
夢
は
、

故
宮
様
を
は
じ
め
、

山
に
関
心
の
あ
る
人
々
の
長
年
に
川
何
も
し
て
い
な
い
。
毎
年
の
会

川
員
総
会
の
報
告
は
，
何
も
し
て

わ
た
る
ひ
と
し
き
願
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
時
期
到
来
し
て
周
到
な
H川

い
ま
せ
ん
M
で
つ
き
る
。
山
行
、

計
画
の
も
と
に
立
派
に
成
し
遂
げ
られ
、
三
人
の
隊
員
が
登
頂
に
成
功
ま
た
人
跡
川
講
演
、
映
図
の

主
催
一
切
な
し

、

未
踏
の
南
壁
の
八
千
m

の
高
所
ま
で
い
ど
む
な
ど
登
山
活
動
の
面
は
も
と
よ
り
学
川
十
周
年
、
二
十
周
年
記
念
事
業
な
ど
挙
行
す

川
れ
ば
、
必
ず
報
告
書
は
出版
す
る
。
出
版
に

術
調
査
活
動
の
面
に
お
い
て
も
登
頂
を
助
け
つ
つ
困
難
な
環
境
の
も
と
に
高
所
医
H

-

川
つ
い
て
は
、
会
員
が
や
っ
た
こ
と
を
記
述
す

学
部
門
、
地
球
物
理
学
部
門
、

気
象
部
門
に
お
い
て
得
が

た
い
業
績
を
あ
げ
ら
れ
、
馴
れば
よ
い
。
出
す
の
は
支
部
長
の
責
任
で
あ

貴
重
な
デ
l

タ
を
得
て
、

学
術
上
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

心
か

川
る
。

近
年
の
も
の
と
し
て
は
、
『
越
山
岳
』

ら
の
敬
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
州
第
六
号
(
越
後
国
境
踏
査
報
告
書
五
三
八
頁
)

川
が
あ
る
。
遭
難
対
策
は
な
し
。
自
然
保
護
は

こ
れ
ひ
と
え
に
隊
員
各
自
の
不
屈
の
精
神
と
体
力
に
相
ま
っ
て

、

冷
静
な
英
知
、
川
な
し
。
海
外
遠
征
は
お
ろ
か、
支
部
の
基
金、

そ
し
て
相
互
に
支
え
あ
っ
た
協
力
の
賜
も
の
で
あ
る
と
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
労
を

州
共
同
装
備
も
何
も
な
い
。
会
員
の
指
導
、
命

多
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

川
令
な
ど
も
っ
て
の
外
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て、

川
官
民
会
も
月
例
会
も
な
い
。
年
一
回
支
部
総

終
わ
り
に
今
後
の
健
康
と
精
進
を
祈
っ
て
祝
詞
と
し
ま
す
。

川

J

川
会
を
山
野
で
開
催
で
総
て
が
終
る
，
し
な
い

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
日

i

i

州
支
部d
で
あ
る
。
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会
員
は
四
月
末
現
在
で
二
百
九
名
。
前
年

度
未
納
者
二
十
七
名
、
本
年
度
納
入
者
二
十

九
名
で
ト
ン
ト
ン
と
い
う
と
こ
ろ
。
本
年
度

支
部
会
員
名
簿
を
出
す
時
点
で
四
名
が
自
然

退
会
と
な
り
、
本
年
度
中
に
は
十
名
の
新
入

会
者
を
見
越
し
て
い
る
。

支
部
に
金
が
な
い
。
事
業
を
し
な
い
。
命

令
も
し
な
い
と
あ
っ
て
は
、
青
筋
た
て
て
喧

嘩
を
し
て
み
よ
う
も
な
い
。
そ
う
な
る
と
、

本
部
の
会
費
値
上
げ
の
事
情
は
、
説
明
に
よ

っ

て
よ
く
判

っ
て
も
抵
抗
を
感
ず
る
。
入
会

金
値
上
げ
で
万
単
位
サ
ン
セ
イ
。
既
得
権
の

あ
る
会
員
年
会
費
値
上
げ
フ
ン
サ
イ
で
あ

る

。
と

い
う
の
は

、
こ
ち
ら
の
事
情
に
よ
る
。

本
部
か
ら
支
部
へ
の
還
元
金
(
会
費
徴
集
手

数
料
か
)
百
円
で
結
構
。
そ
れ
よ
り
、
支
部

年
会
費
五
百
円
も
、
本
部
の
値
上
げ
理
由
が

ど
う
あ
れ
、
そ
れ
に
便
乗
の
気
持
は
毛
頭
な

い
。
む
し
ろ
郵
便
振
替
の
「
払
込
料
金
加
入

者
負
担
」
の
丸
判
を
押
す
か
、
せ
め
てJ
・

A
・
C

略
章
の
無
料
進
呈
を
考
え
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
支
部
費
五

O
O
円
x

二
百
名

は
十
万
円
に
な
る
。
こ
の
う
ち
三
分
の
一
は

通
信
賛
、
三
分
の
二
は
支
部
長
の
自
由
裁
量

(
交
通
費
、
会
場
費
、
旅
賛
、
慶
市
費
、
県

山
岳
協
会
分
担
金
、
そ
の
他
〉
と
な
っ
て
い

る
。
会
計
決
算
報
告
は
五
分
以
内
で
済
む
。

つ
ま
り
、
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
よ
く

、

貯
金
も
な

- 955 ー

け
れ
ば
、
借
金
も
な
い
。

し
な
い
支
部
こ
と
越
後
支
部
の
そ
も
そ
も

の
成
り
立
ち
が
。
ほ
か
様
と
違
う
。
そ
の
組

織
形
態
や
目
的
に
つ
い
て
詳
述
し
な
い
が
、

求
め
ら
れ
れ
ば
ど
の
件
に
つ
い
て
も
説
明
の

用
意
は
あ
る
。
一
番
簡
単
に
知
る
に
は
、
送

料
添
付
で
「
越
後
支
部
A否
貝
名
簿
」
を
請
求

さ
れ
る
と
と
で
あ
る
。

市
古
は
、
越
後
支
部
は
し
な
い
文
郎
と
し
て

ど

う
運
営
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
良
い
か
悪

い
か
の
評
は
甘
受
す
る
が
、
年
々
会
員
が
漸

増
し
て
い
る
事
実
を
凝
視
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
役
所
の
補
助
を
求
め
た
と
と
は
な
い
し、

営
利
会
社
に
援
助
を
乞
う
た
こ
と
も
な
い
。

第
一
そ
う
し
た
こ
と
は
、
嫌
い
で
あ
っ
て
性

に
合
わ
な
い
。
下
手
糞
で
あ
る
。
会
員
の

一

人
一
人
が
支
部
の
力
で
あ
る
。

会
員
の

一
人
一
人
が
大
事
で
あ
る
。
最
初

か
ら
意
識
的
に
過
し
て
き
た
が
、
職
人
・

役

人
・
商
人
・

社
員

・
先
生
何
ん
で
も
結
構
だ
が

、

大
学
山
岳
部
0

・
B

は
委
員
に
敬
遠
し
た
。

現
世
代
に
通
用
し
な
い
シ
ス
テ
ム
だ
が
後
進

越
後
国
は
有
難
い
、
一
校
一
派
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
済
む
。
み
ん
な
仲
よ
く
一
緒
に
欽
む
、

よ
ほ
ど
の
こ

と
で
も
一
晩
考
え
て
、
悪
け
れ

ば
さ
っ
さ
と
あ
や
ま
る
。
良
け
れ
ば
そ
れ
に

乗
っ
て
い
く
。
無
理
強
い
は
決
し
て
し
な
い
。

す
る
の
が
あ
れ
ば
、
遭
難
事
故
は
面
目
に
か

け
て
も
す
る
な
、
く
ら
い
で
あ
る
。

支
部
は
、
県
下
と
全
国
の
会
員
の
社
交
機

関
。
み
ん
な
が
寝
食
を
と
も
に
し
て
、
和
気

あ
い
あ
い
の
裡
に
切
瑳
琢
磨
す
る
こ
と

、

会

貨
を
催
促
前
に
納
入
す
る
の
が
、
い
い
会
員

だ
、
と
口
癖
の
よ
う
に
私
は
い
う
。

支
部
長
と
し
て
の
本
部
へ
要望
は
、
支
部

の
育
成
で
あ
る
。
高
所
か
ら
支
部
の
あ
り
方

に
つ
い
て
巨
視
的
に
再
編
成
を
考
え
て
ほ
し

い
。
今
ど
き
、
一
県
単
位
三
十
く
ら
い
に
ウ

ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
の
が
お
か
し
い
。
少
く

と
も
五
十
、
で
き
れ
ば
三
桁
を
単
位
と
し
た

い
。
少
数
精
鋭
も
結
構
だ
が
、
会
議
に
大
声

を
上
げ
る
だ
け
が
能
で
あ
る
ま
い
。
組
織
体

は
、
組
織
数
が
物
を
い
う
。
お
互
い
脚
下
照

( 1 ) 
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明
治
三
十
三
年
(
一
九
O
O
〉
の
四
月

を
迎
え
る
と
、
東
京
府
立
一
中
(
当
時
は

東
京
尋
常
中
学
と
い
っ
た
〉
で
は、

武
田

久
士
ロ
が
五
年
と
な
り
、
四
年
に
は内
田
清

之
助
、
村
松
茂
が
お
り

、

さ
ら
に
一
級
下

の
三
年
に
は
、
市
河
三
喜
、
梅
沢
親
光
、

小
熊
惇

、

鳥
山
悌
成

、

佐
武
正
一
ら
が
在

籍
し
て
い
た
。
ま
た
弱
輩
の
ご
年
生
で
は

あ
っ
た
が

、

河
田
黙

、

茂
の
弟
の
村
松
操

も
同
じ
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

と
の
生
徒
た
ち
は

、

当
時
、
理
科
の
教

師
と
し
て
熱
心
に
指
導
に
当
っ
て
い
た
帰

山
信
順
を
敬
慕
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

み
な
動
値
物
に
興
味
を
も
ち
、
今
で
い
う

グ
ラ
ブ
活
動
の
形
で
、
校
内
に
同
好
会
が

形
造
ら
れ
て
い
た
。
帰
山
信
順
は
明
治
二

十
六
年
四
月
に
同
校
の
教
諭
と
な
り、

儒

教
道
一
徳
を
中
心
と
す
る
講
義
教
育
の
行
わ
や
そ
の
O
B

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
動
植
物
の
趣

れ
て
い
た
中
学
に
あ
っ

て
、
全
く
函
則
的
味

を
通
じ
て
他
の
中
学
生
や
大
学
生
と
も
交

な
魅
力
あ
る
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
理
科
流
が
あ
り
、
学
校
と
い
う
壁
を
除
い
て
幾
つ

の
時
間
に
は
講
義
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
に
か
の
親
し
い
グ
ル
ー

プ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

実
習
、
実
験
を
通
し
て
、
身
を
も
っ
て
自
武
田
が
五
年
に
な

っ

た
、
明
治
三
十
三
年
に

然
を
理
解
さ
せ
る
方
法
で
、
ま
た
よ
く
野
同
志
を
広
く
集
め
て
博
物
同
好
会
を
つ
く
ろ

外
に
生
徒
を
連
れ
出
し
て

、
動
植
物
の
採
う
と
い

う
気
速
が
盛
上
り

、

武
田
と
お
な
じ

集
や
観
察
を
行
わ
せ
た
。
明
治
三
十
一
年
年
頃
な
が
ら
昆
虫
の
研
究
で
一
家
を
な
し
て

の
秋
当
時
の
五
年
生
が
伊
香
保
に
修
学
旅
い
た
高
野
鷹
蔵

、

矢
野
宗
幹
ら
も
参
加
し
て

行
に
行
っ
た
折
に
は、

生
徒
を
動
物、

植

「
日
本
博
物
学
同
志
会
」
とい
う
名
称
の
会

春

存
在
で
も
あ
っ
た
。

「
日
本
博
物
学
同
志
会
」
は
「
博
物
の
友
」

と

い
う
機
関
誌
を
も
ち
、
明
治
三
十
四
年
の

第
一年
度
に
は
六
冊

、

三
十
五
年
の
第
二
年

度
に
は
九
冊

、

三
十
六
年
に
は
四
冊
、
三
十

七
年
に
は
四
冊、

三
十
八
年
に
は
六
冊
と
、

日
本
山
岳
会
が
発
足
し
て
「
山
岳
」
が
発
刊

さ
れ
る
ま
で
に
、
計
二
十
九
州
を
発
行
し
て

い
ザ
色
。

昆
虫
や
植
物
の
採
集
を
続
け
て
い
る
と

物
、
鉱
物
の
三
班
に
分
け
て
、
自
然
に
対
す

る
興
味
を
助
長
さ
せ
な
が
ら
詳
細
に
指
導
し

た
。
帰
山
の
教
え
子
の
中
に
は
前
記
の
生
徒

の
ほ
か
動
物
狂
、
植
物
マニ
ア
が
多
数
あ
ら

わ
れ

、

卒
業
後
も
帰
山
の
周
囲
に
集
ま
っ
て

い
た
。
と
く
に
明
治
三
十
二
年
に
卒
業
し
た

朝
比
奈
泰
彦

、

明
治
三
十
一
年
に
卒
業
す
る

筈
で
あ
っ
た
(
途
中
で
転
校
)
三
宅
恒
方
は

そ
れ
ぞ
れ
植
物
と
動
物
の
旗
頭
で
あ
っ
た
。

帰
山
を
中
心
に
集
っ
た
府
立
一
中
の
生
徒

山
と
蝶
の
も
の
が
た
り

ー
!

日
本
博
物
学
同
志
会
|
|

田

の
発
足
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
中
学
生
を
中

心
と
す
る
未
熟
な
会
で
は
あ
っ
た
が
、
同
町
山

と

い
う
優
れ
た
指
導
者
の
も
と
で
、

O
B

の

朝
比
奈
三
宅
が
顧
問
格
と
し
て
加
わ
り、
日

清
戦
争
後
の
国
力
伸
張
に
乗
っ
て
夢
の
多
い

会
で
あ
っ
た
。
ま
た

城
数
馬
の
主
催
す
る
山

草
会
、
矢
沢
米
三
郎
の
主
催
す
る
信
濃
博
物

学
会
が
い
ず
れ
も
明
治
三
十
五
年
に
生
ま
れ

て
い
る
か
ら

、

「
日
本
博
物
学
同
志
会
」
は

と
れ
に
先
立
つ
こ
と
二
年
と
い
う
先
駆
的
な

俊

良日

よ
り
新
し
い
種
類

、

さ
ら
に
珍
し
い
種
類

を
求
め
て
平
地
や
海
岸
の
積
類
で
は
あ
き

た
ら
ず

、

足
は
次
第
に
山
へ
向
っ
て
伸
び

て
い
く
。
博
物
学
同
志
会
の
若
者
た
ち
も

、

東
京
附
近
か
ら
高
尾
山
へ

、

高
尾
山
か
ら

奥
多
摩
へ
、
奥
多
摩
か
ら
丹
沢
へ

、

さ
ら

に
日
光
、
赤
城
、
浅
間
と
次
第
に
採
集
活

動
の
範
囲
が
広
が
り

、

だ
ん
だ
ん
深
山
幽

谷
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は

当
然
で
あ
る
。
会
員
の
中
で

、

武
田
久
吉
は

明
治
二
十
九
年
に
既
に
日
光
の
中
禅
寺
、

湯
本
を
歩
い
て
い
る
し
、
中
学
三
年
の
明

治
三
十
一
年
に
は

、

日
光
の
大
真
名
子

、

小
真
名
子
、
太
郎
山
に
登
っ
て
縞
物
採
集

に
耐
即
日
命
で
あ
り
、
明
治
三
十
三

、

三
十
四

、

三
十
五
年
も
連
続
し
て
日
光
を
訪
れ
、
登

山
と
採
集
に
従
事
し
て
い
た
。

村
松
茂
は
生
活
が
あ
ま
り
豊
か
で
な
く

苦
学
し
て
い
た
が

、

給
仕
な
ど
の
ア
ル
バ

イ
ト

を
し
な
が
ら

、

明
治
三
十
四

、

三
十

五
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て

、

榛
名
山
を
訪

れ
、
も
っ
ぱ
ら
蝶
の
採
集
に
精
を
出
し
て

い
る
。
河
田
黙
は
当
時
訪
れ
る
人
も
少

か
っ
た
金
峯
山
に
明
治
三
十
五
年
に
単
身

で
登
り
、
多
数
の
植
物
を
採
集
し
て
い

る
。

(
文中
敬
称
略
)

覧
、
倍
増
運
動
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
度
を
決
め
て
『

山
告
』
『山
』
に
連
載
す
る
く
ら
一
そ
う
も
な
い
。
後
継
者
育
生
も
支
部
長
の
責

次
に
、
本
部
の
会
員
サ
ー

ビ
ス
で
あ

る
。
一
い
の
意
気
ご
み
で
発
表
し
て
も
ら
い
た
い
。
一
任
で
あ
る
。
会
費
を
徴
集
す
る
だ
け
が
能
で

私
は
物
は
欲
し
が
り
ま
せ
ん
。
『
山
岳
』
も
一
グ
ラ
プ
の
説
明
が
あ
れ
ば
(
但
し
、
副
会
一
は
な
い
。
裏
方、

舞
台
廻
し
が
職
務
で
も
あ

『山
』
も
結
構
満
足
で
あ
る
。
そ
ん
な
技
楽
一
長
以
上
の
責
任
者
〉
そ
れ
を
中
心
に
し
て
、
一
る
。
会
員
誰
と
で
も
飲
む
。
飲
ん
で
は
語
る
。

派
生
的
の
物
よ
り
、J
・

A
-
C

の
グ
ラ
プ
一
私
な
り
の
ブ
ン
廻
シ
を
廻
し
て、
新
し
い
息
一
し

か
し
唄
う
の
と
、
争
う
の
は
御
免
、
気
が

の
意
味
を
周
知
し
て
ほ
し
い
。
と
れ
は
今
始
一
吹
き
を
も
っ
て
、
山
へ
志
向
さ
せ
る
の
が
支
一
弱
く
て
と
て
も
で
き
な
い
ζ

と
を
支
部
会
員

っ
た
こ
と
で
な
い
。
歴
代
会
長
以
下
聞
き
流
一
部
長
の
責
任
で
も
あ
る
。
気
長
に
待
た
ね
ば
一
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
。
玄
さ
ん
給
機

、

先

す
の
み
で
文
章
で
答
え
よ
う
と
し
な
い
。
会

一
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
と
ち
ら
も
気
長
に
待
つ

一
生
ま
た
よ
ろ
し
。
そ
れ
で
も
コ
1

ス
を
外
さ

則
を
読
み
な
さ
い
、
で
事
は
済
ま
な
い
。
私
一
て
い
る
。
ど
う
せ山
で
は
、
天
候
の
変
る
の
一
ず
、
リ

ズ
ム
を
も
っ
て
歩
い
て
行
く
よ
う
努

の
不
勉
強
も
あ
る
が
、
外
国
の
生
活
も
し
な

一
を
気
長
に
待
つ
の
に
慣
れ
て
い
る
越
後
支
部

一
め
て
い
る
。

け
れ
ば
文
章
も
読
め
な
い
。
イ

ギ
リ
ス
に
発
一
会
員
で
は
あ
る
。
つ
ま
り

、

支
部
は
無
色
透
一

生
し
た
ら
し
い
そ
れ
を
真
似
し
た
ら
し
い
グ

一
明
な

登
山
趣
味
者
の

、

誇
り
高
き
事
務
機
関
一

ラ
プ
の
発
生
、
経
過
、
現
在

、

そ
の
歴
史
的
一
と
割
り
切
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
融
和
と
協
力
一

エ
ピ
ソ
I

ト

な
ど
と

、

J

・

A
-
C

は
そ
れ

一
の
社
交
機
闘
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
内
一

と

並
行
す
る
の
か
交
叉
す
る
の
か、

そ
の
態
一
部
紛
争
は
起
き
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
起
き

一

tみ~
・2、

"_" 
~~ー

マ

朝
日
連
峰
プ
ナ
林
の
そ
の
後

か
ね
て
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
朝
日
連
峰

プ
ナ
林
が
、
甚
し
く
皆
伐
さ

れ
、
な
お
も
森

林
限
界
に
及
ぶ
ま
で
伐
り
進
ま
れ
て
い
る
現

状
、
殊
に
動
物
の
生
態に
も

、
住
民
の
保
安

の
た
め
に
も
肝
要
な
寒
河
江
営
林
署
管
内
の

伐
採
中
止
要
望
運
動
を
起
こ
す
と
と
も
に

、

J

・

A
-
C

ル
l
ム

に
お
い
て
も
署
名
運
動

を
す
す
め
て
き
た
。

同
時
に
日
本
自
然
保
護
協
会
よ
り
も
各
方

面
に
要
望
書
を
提
出
し
た
が、

去
る
一
月
末

秋
田
営
林
局
計
画
謀
長
よ
り
、
同
協
会
に
対

し
て
具
体
的
な
今
後
の
方
針
の
回
答
が
寄
せ

小
林
智
明

秋
田
の
泥
湯
よ
り
高
松
岳、

山
伏
岳
に
登

り
、

そ
れ
か
ら
鬼
首
に
出
ま
し
た
。

山
の
湯
の
夜
明
に
き
こ
ゆ
鴬
の

さ
や
け
き
声
に
け
さ
は
は
る
る
か

五
月
四
日
(
伊
倉
宛
)

村
井
米
子

ら
れ
た
。
そ
れ
に
依
る
と

、

多
少
は
再
検
討

さ
れ
て
い
る
。
要
旨
を
挙
げ
る
と
「
寒
河
江

川
上
流
根
子
川
流
域
の
伐
採
面
積
四
六O
ヘ

ク
タ

ー

ル
は

、

三
七
O
ヘ
グ
タ
l

ル
に
紡
少

す
る
と
共
に

、

母
樹
と
小
経
木
を
保
存
し
林

相
の
速
急
な
回
復
を
は
か
る
」
「
西
五
百川

地
区
の
七
入
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
伐
採
計
図
に

つ
い
て
は

、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
の
第
二

次
地
域
施
業
計
画
の
樹
立
に
際
し
、
自
然
保

護
を
配
慮
、
再
検
討
す
る
」

「
伏辺
山
西
側

コ
ウ
モ
リ
洞
窟
周
辺
の
伐
採
、
月
布
川
渓
谷

神
通
峡
の
カ
モ
シ
カ
群
生
地と
も

、

支
障
な

い
よ
う
考
慮
し

、

保
健
保
安
林
を
F史
疋
す
る
」

大
体
二
割
程
度
伐
採
地
域
を
減
少
し、

か

つ
伐
採
方
法
も
皆
伐
を
改
め、
保
護
樹
帯
の

設
置

、

風
致
上
の
重
要
な
地
点
の
保
存
な
ど

、

自
然
保
護
の
観
念
が
う
た
わ
れ
出
し
た
。
去

る
二
月

、

林
野
庁
の
発
表
し
た
方
針
変
更
か

ら
み
る
と
、
ま
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
と

も
か
く
一
歩
の
歩
み
寄
り
は
認
め
ら
れ
る
。

朝
日
連
峰
の
プ
ナ
林
は

、

な
お
大
鳥
池
地

域
、
新
潟
側
三
面
地
域
と
、
他
の
二
営
林
署
管

内
も
保
護
さ
れ
ね
ば
完
全
と
は
言
え
な
い
。

本
州
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
山
岳
原
始
境

の
原
生
林
を

、

ぜ
ひ
と
も
守
り
た
い
と

、

林

野
庁
計
画
課
へ
は

、

全
地
域
に
わ
た
る
方
針

再
検
討
を
私
は
希
望
し
て
置
い
た
。

山
仲
間
:
・
;
実
状
を
見
ら
れ
た
会
員
の
皆

さ
ん
も

、

監
督
の
限
を
働
か
せ
て
下
さ
る

よ

う
、

ま
た
現
状
報
告
を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
と
御
報
告
を
申
上
げ
る
。

山
便
り

( 2 ) -956ー
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日
本
山
岳
会

石
川
支
部
隊

テ
ィ

リ

y

チ
・

ミ
l

ル
新
登
頂

東
部
ヒ
ン
ズ

ー

・

ク
シ
ュ

(続
)

--hy-

-
，
ン
・

-
-
フ
一
.

・

7
.

・

・
一
ぜ
ス
・

・
ヒ
ン
・

.
〉
モ
・

・
た
、
.

・
-
吋

l
.

・
件
守
ス
・

・

1

ポ
・

.
4
i
 
•. 

-
q
'

・
.

-
9
B

・
隊
員
、
増
江
俊
一
二(
隊
E
t

-
-
a

・

お
〉、

石
田
健
(
副
隊

4

長
、
羽
)
、
津
田
文
夫

(
m
ω〉、
沢
村
真
治(
M
U
)
、
田
中

嘉
明
(
幻
)

山
岸
幸
寛
(
お
)
、
宮
波
正
行
〈M)、

若
宮

昇

(
M
)
、

岡
本
明
男
(
お
)
、
中川
清
人

(
勾
)
。調
査
隊
、
長
田
和
己
(
ぬ
)
、
鈴
木

尚
(
幻
)
、西
公

一郎

(
鈎
〉
、
中野
卓
夫

(
幻
〉
。
ーー
と
の
方
は
主
と
し
デ
ィ
l

ル

.
ゴ
ル
の
ゴ
シ
ャ
ネ
ル
氷
河
に
て
活
動
し

た
。

登
山
活
動
、
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
全
員
集
結

(5
お
〉
、同
発
(5
初
〉、

チ
ト
ラ
ル
(
ロ

ワ
ラ
イ
峠
経
由
、
6
2
)、
同
発
(
6
5
)、

ア
ル
カ
リ

(
67
)、

B
C
(四
三
O
O
m
、

6
m
)、

ル
1

ト
偵
察
(6
u
l
日
)
、
デ

ィ

l
ル
・

ゴ
ル
峰
左
手
の
コ
ル
(
6
U
W

そ
の
ま
た

左
の
コ
ル

(
6
M
、
五
五
O
O

m
)、
南
西
稜
は
危
険
と
判
断
し
て
S
G

P

戸商
氷
河
峰
)
経
由
に
変
更
〈
6
日
〉
、

C
1

(四
六
O
O
m
、

6

U
)、

C
2
(
五

o
o
o
m
、

S
G
P

よ
り

の
西
稜
支
稜
の

下
、
6

凶
)
、
C
3
(五
八
O
O
m
、
細
い

雪
渓
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
、

6
2
)、

C
4
(
六
三
O
O
m
、

S
G
P

の
手
前

、

7

1

)、

C
5
(
六
五
O
O
m
、
S
G
P
を

越
え
た
コ
ル
の
上
、
7
7
)
、
南
面
を
登

る
、

B
P

I

(ピ
パ
ー
ク
点
、
七
二
o
o

m
、

7
9
)、

登
頂

(沢
村

、

岡
本

、

一
八

時
五
六
、
7

m
〉
、B
P

E

(
七
六
O
O
m

同
日
)
、
B

地
点
で
動
物
の
白
骨
発
見

、

7

1
)、
下
降
中
ω
m
滑
落
、
グ
レ
パ
ス
で

助
か
る

、

C
5

着
(
一
一
一
二
時、

7

U
〉
、B

C
(
7
ui
日
)、

チ
ト
ラ
ル
諮
掴(7
M
)。

ω
の
一ω
2
2

司
2
7

の
位
置
に
つ
い
て

下
図
は
津
田
文
夫
氏
が
C
4

に
い
た
時
、

じ
っ
く
り
と
周
辺
の
山
々
を
観
測
し
た
結
果

C 4 (6300m) より観察した C5 頂上

れ 見リこ っ 山 部らィし者部 テ るにが図 も言や行は 3 但てう少 ラ ェらが従もで
て今 えツのて綾 官 とれ 1 、 が平 ィ 2 。はこ でヴ あっしき 、 G し頂の しの ジつ使来のき
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るの 。峰所ない 、 給に ・ 際ばにツ 、 下 l に z ラ 。いいさしの回た注か図 ・ いせれあが
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と登 は消。よのてそノレ図 て つかの 回がる ふ 地 人 と い へ 置の。し逮はア イ もれてた
を 頂 直え図う部いの側のいてら 山 氏存が
付 は x t妾去のな分るまか通るい 3 稜 x の在
加欧 のり 3 連はのまらりよて G の 解し津
え 州 関、 G 続極で南ので う 、 P 端 説て田
てで × 係リ P し端あ ノミ氷 あに 下へ は× 。い氏
おも (はッかたにるノレ河り見か行 、 なに
く高 津な トら i也沈。ムは 、 えらくリ いよ
。く 回いノレの形ん 氷 雪まる見 山ツ m る
評 文よ ・ 山 に で河稜た。る稜 ト ごと
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二
A

約
一

，

一
A

尾
…
第
一
八
項

-
7
-

U

I
A
A

の
経
費
は

一
U

の
一

会
長
並
び
に
事
務
局

「
:
:
:
l
ー
し

の
勘
定
か
ら
支
出
さ

れ
る
が
、
そ
の
も
と
は
会
員
か
ら
の
会

費
で
あ
る
。
会
費
は
毎
年、

四
月
三
O
日

ま

で
に
払
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
九
項

脱
会
は
八
月
一
日
以
前
に
書
留
郵
便
で

申
出
る
こ
と

、

そ
の
年
の
会
費
は
全
額

負
担
す
る
こ
と
。

第
二
O
項

こ
の
規
定
の
第
一
七
項
C

に
よ
っ

て
解

散
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は

、

U
I

A

A

の
資
産
は
売
却
さ
れ
、
債
務
支
払
い

後
の
売
上
収
得
金
は

、

前
年
一
二
月
三

一
日
現
在
に
お
け
る
連
盟
会
員
の
数
に

応
じ
て
配
分
さ
れ
る
。

第
二
一
項

a
、

議
事
用
語
(
〈o
z
z

-5
2
ω
百
円

p
n
r
g
)
に
は

、

フ
ラ
ン
ス
語

、

英
語

、

イ
タ
リ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
が
使わ
れ
る
。

b
、

こ
の
規
定
の
例
外

的
な
説
明

(与
君
。
芯
r
o
ロ
品
。
〉
5
-
o
mロ
ロ
問
)に

お
い
て
は
普
通

、

フ
ラ
ン
ス
語
の
文
章

が
使
わ
れ
る
。

第
二
ニ
項

こ
の
規
定
は
、
以
前
の
も
の
に
代
り
、

一
九
六
四
年
六
月
二O
日
よ
り
効
力
を

発
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
か
ら
ド
イ
ツ
語
へ

の
翻
訳
は

、

一
九
六
五年
二

一
月
一
日

に
行
な
わ
れ
た
。
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八
、
そ
の
他
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以
上
五
回
に
亘
り
U
I

A
A

の
規
約
を
一

応
ご
紹
介
し
た
が

、

今
ま
で
や
っ
た
事
業
な

ど
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
し
て
い
る
。

(本
頁
吉
沢
一
郎
氏
執
筆
)
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荒
尾

五
月
が
や
っ
て
く
る
と
私
の
心
は
う
き
う

き
す
る
。
ア
ル
プ
ス
の
氷
壁
に
も
勝
る
仙
境

が
内
地
の
抗
鉱
山
の
中
に
あ
る
か
ら
だ。

第
一
回
踏
査
は
昭
和
三
十
八
年
。
特
別
天

然
記
念
物
ア
イ
ラ
ト
ピ
カ
ヅ
ラ
(
冨5
ロ
ロ
仏

ω
O
B
u
o
z-z
ロ

ω
)と
同
種
で
あ
る
か
異
種

で
あ
る
か
を
確
か
め
る
た
め
に
行
な
っ
た
。

折
し
も
別
府
水
害
の
時
で
、
海
抜
四
O
O
m

ば
か
り
の
蔀
峠
を
越
え
る
道
は
、
所
々
方
々

崖
く
づ
れ
を
起
し
て
い
て
命
が
け
の
遠
乗
り

で
あ
っ
た
。

第
二
回
踏
査
は
昭
和
田
十
年
。
そ
の
花
房

を
収
め
、
自
生
地
の
全
域
を
踏
査
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
単
独
五
0
c
c
パ
イ
タ
を
使
っ

て
、
九
州
本
島
を
阿
蘇
山
の
辺
で
横
断して

、

延
岡
に
下
っ
て
、
宮
崎
県
側
か
ら
、
三
八
O

m
ほ
ど
の
焼
尾
峠
を
越
え
て
は
い

っ
た
。
こ

れ
ま
た
二
日
続
き
の
豪
雨
の
中
を
、
全
身
ず

ぶ
ぬ
れ
と
な
り
、
大
き
い
角
パ
ラ
ス
の
坂
道

は
、
エ
シ
ジ
ン
を
ロ

ー

に
入
れ
て
押
し
て
か

せ
い
し
て
や
っ
と
登
っ
た
。

勝江幾太郎氏画

第
三
回
路
査
は
8

ミ

リ
撮
影
が
目
的
で
海

路
蒲
江
町
か
ら
は
入
っ
て
み
た
が
、
ま
た
雨

に
降
ら
れ
、
撮
影
も
何
も
出
来
な
か
っ
た
。

(
昭
和
四
十
二
年
)

第
四
回
踏
査
は
昭
和
四
十
三
年
、
友
人
と

二
人
で
一
二
五
C
C

の
パ
イ
タ
に
二
人
一
来
し

て
は
は
い
る
壬
定
で
あ
っ
た
が
、
ど
し
ゃ
降

り
の
豪
雨
の
た
め
に

、

友
人
は
一
人
で
先
行

し
私
は
パ
ス
で
行
く
ζ

と
に
し
た
。
友
人
は

ず
ぶ
ぬ
れ
と
な
り
、
財
布
の
中
の
札
を
一
枚

一
枚
炭
火
で
乾
か
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

私
は
ま
た
峠
の
険
路
の
崖
く
ず
れ
に
よ
っ
て

行
く
手
を
ふ
さ
い
だ
杉
の
木
を
、
運
転
手
と

車
掌
と
三
人
が
か
り
で
や
っ
と
こ
さ
引
き
除

き
パ
ス
を
通
ら
せ
て
進
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

か
く
い
う
仙
境
と
は
大
分
県
の
南
端
、
宮

崎
県
と
接
す
る
、
蒲
江
町
丸
市
尾
の
葛
原
部

落
の
こ
と
で
あ
る
。
北
は
峻
険
な
る
山
高
く

道
は
な
く
て
、
東
西
の
峠
道
と
南
の
海
路
が

け
わ
し
く
行
く
人
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
。
ζ

の
よ
う
に
地
形
が
南
に
開
け
て
い
る
の
で
、

南
国
特
有
の
精
々
し
い
陽
光
に
恵
ま
れ
て
暖

か
く
、
雨
は
こ
の
よ
う
に
多
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
説
明
す
る
よ
う
な
豆
科
植
物
の
華
麗
な

大
物
が
自
生
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第

一
回
目
に
民
宿
し
た
豪
壮
な
家
は
汀
に

積
上
げ
た
石
が
き
の
上
に
あ
っ
て
、
庭
の
前

面
か
ら
、
四
O
O
年
以
上
も
経
っ
た
と
思
わ

れ
る
グ
ロ
マ
ツ
の
巨
幹
が
、
枝
を
張
っ
て
太

平
洋
の
上
に
さ
し
出
し
て
い
た
。
そ
の
後
訪

問
す
る
た
び
ご
と
に

、

年
々
海
岸
は
埋
立
て

ら
れ
、
真
珠
の
養
殖
小
屋
が
立
ち
な
ら
び
、

海
を
お
お
っ
て
養
殖
筏
が
連
ね
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
自
生
地
へ
の
道
は
海
岸
沿
い
に
西
へ

進
む
の
で
あ
る
が
、
シ
ヤ
リ
ン
パ
イ
の
白

い

花
の
自
生
が
美
し
く
、
オ
オ
イ
ワ
ヒ
ト
デ
、

コ
パ
ノ
イ
シ
カ
グ
マ
、
サ
カ
キ
カ
ヅ
ラ
、
ハ

マ
ナ
タ
マ
メ
等
の
暖
地
生
の
も
の
の
繁
り
を

観
賞
し
な
が
ら
次
第
に
登
り
坂
に
な
っ
て
、

弓
張
峠
と
い
う
海
抜
一
二
O
m
ほ
ど
の
絶
壁

の
上
を
通
る
。

絶
壁
の
裾
は
太
平
洋
の
荒
浪
に
洗
わ
れ
、

き
っ
立
す
る
断
崖
が
八
O
m
、
一
一
一O
m
と

安

と
の
植
物
の
蔓
延
す
る
つ
る
に
蔽
わ
れ
て
い

る
。
峠
を
廻
る
と
山
の
西
商
に
出
る
が
こ
こ

は
自
生
が
な
く
、
眼
下
に
湾
入
し
た
白
い
砂

浜
が
見
渡
せ
ら
れ
、
葛
原
の
部
落
が
奥
の
方

ま
で
は
い
っ
て
い
る
。

と
の
湾
に
は
日
本
一

大
き
い
ハ
マ
グ
リ
が
産
し
古
来
有
名
だ
と
聞

く
。
部
落
の
一
援
に
続
く
急
傾
斜
の
雑
木
林
の

山
が
標
高
一
O
O
m
ば
か
り
上
っ
た
と
こ
ろ

に
こ
の
植
物
の
は
び
ζ

る
仙
境
が
か
く
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
現
地
に
行
く
に
は
一
軒
の
農
家
の

主
屋
と
小
屋
の
聞
の
せ
ど
を
通
る
よ
り
他
な

い
。
挨
拶
も
し
な
い
で
山
に
は
い
る
と
い
う

こ
と
は
出
来
な
い
。
私
は
は
じ
め
て
訪
問
し

て
パ
イ
タ
を
預
け
た
の
で
あ
る
が
、
暖
い
お

茶
な
ど
供
せ
ら
れ
、
し
み
じ
み
日
本
の
田
舎

の
人
々
の
よ
さ
と
い
う
も
の
を
考
え
た
。
道

は
全
く
の
踏
分
け
道
で
、
ご
く
わ
づ
か
の
人

々
の
山
道
に
渇
き
な
い
。
こ
の
道
筋
に
キ
ガ

シ
ピ
の
野
生
を
見
、
シ
ュ
ロ
ソ
ウ
の
自
生
、

コ
キ
ン
パ
イ
ザ
サ
の
自
生
が
あ
る
か
ら
面
白

い
。
海
抜
入
O
m
ば
か
り
登
っ
て
炭
焼
窯
の

前
を
通
り
杉
の
三O
年
生
ば
か
り
の
植
林
を

通
る
と
い
よ
い
よ
カ
マ
エ
カ
ヅ
ラ
(
蒲
江
蔓
)

の
布
生
す
る
地
帯
に
は
い
る
。
こ
れ
は
馬
毛

島
に
自
生
す
る
冨
5
5

品
目
ユ
自
主
ω

の
変

種
と
し
て
烈
E
g
o
s
-
ω
の
変
種
名
を
あ
た

え
ら
れ
、
カ
マ
エ
カ
ヅ
ラ
の
日
本
名
を
用
意

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
豆
科
値
物
の
大
型

の
蔓
性
で
あ
る
か
ら
、
叢
林
を
圧
し
、
花
房

は
下
の
方
に
垂
れ
る
の
で
、
遠
望
し
た
際
は
、

わ
ず
か
に
新
芽
の
褐
色
が
、
ア
ラ
ガ
シ
等
の

濃
緑
色
と
見
分
け
ら
れ
る
程
度
。

こ
こ
ま
で
来
る
と
そ
の
蔓
延
の
葉
の
下
に

え
も
い
え
ぬ

華
麗
な
紅
色
の
花
房
が
豪
華
に

ぶ
ら
下
っ
て
い
る
の
に
驚
く
。
一
花
は
三
花

づ
っ
集
っ
て
花
枝
に
着
き
花
穂
は
何
百
と
い

う
花
を
つ
け
て
い
る
の
で
=
一
十
五
叩
乃
至
四

十
五
個
の
か
ぎ
り
提
灯
の
よ
う
に
美
く
し

い
。
ア
イ
ラ
ト
ピ
カ
ヅ
ラ
の
鳶
舎
は
紫
黒
色

に
も
見
え
む
し
ろ
悪
臭
と
共
に
妖
え
ん
な
姐

御
を
恩
わ
せ
る
が
、
こ
の
花
は
も
え
ぎ
色
の

琴
が
、
お
わ
ん
形
の
茶
褐
色
の
葱
に
お
さ
ま

り
、
壱
に
は
金
色
の
剛
毛
が
光
る
の
で
、
全

く
今
ら
ん
じ
ゅ
く
し
た
舞
姫
の
華
麗
さ
で
あ

る
。
し
か
も
左
右
二
枚
の
翼
ベ
ん
が
向
い
合

っ
て
、
広
い
す
き
間
を
残
し
、
中
は
吹
き
流

し
に
な

っ
て
い
る
の
で
愛
矯
が
あ
る
。
中
央

に
左
右
か
ら
し
っ
か
り
ム
又
牟
し
て
先
端
が
ト

ピ
先
の
よ
う
に
曲
っ
て
尖
っ

た
竜
骨
ベ
ん
は

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ヅ
ラ
同
様
、
開
く
こ
と
は
な

い
の
で
、
中
に
収
ま
っ
た
一
束
の
お
し
ベ
は

完
熟
し
な
が
ら
も
め
し
ベ
を
中
心
に
堅
く
束

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
辺
に
こ
の
花
の
結
実

し
な
い
ナ
ゾ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

蔓
は
人
の
腕
程
も
あ
り
、
十
五
m
ば
か
り

の
懸
崖
を
一
気
に
よ
じ
登
り
、
何
百
と
い
う

花
房
を
つ
け
て
い
る
の
で
壮
観
であ
る
。
そ

れ
に
添
っ
て
岩
壁
を
落
下
す
る
滝
水
は
径
六

m
ば
か
り
の
滝
資
に
波
を
起
し
波
は
周
辺
の

岩
骨
に
く
だ
け
て
い
る
が、

あ
ま
り
急
流
な

( 4 ) 

た
め
に
小
魚
さ
え
よ
っ
て
い
な
い
。
岩
壁
の

途
中
に
白
ふ
の
あ
ざ
や
か
な
マ
ツ
ザ
カ
シ
ダ

の
一
叢
が
滝
し
ぶ
き
の
夙
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
動

い
て
い
る
。

と
の
谷
を
中
心
に
西
に
一
ツ
、
東
に
ニ
ツ

ば
か
り
の
谷
筋
が
こ
の
積
物
の
自
生
地
で
あ

る
が
、
全
面
積
は
一
町
歩
に
余
る
で
あ
ろ
う
。

だ
れ
か
お
金
の
あ
る
人
が

、

小
柄
を
設
け
、

観
世
音
ぽ
さ
つ
を
ま
つ
っ
て
、
堂
内
寸
の
一
人

を
お
い
た
な
ら
ば

、

永
久
に
こ
の
仙
境
は
守

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ま
ま
人
跡
の
繁

く
な
る
に
ま
か
せ
た
な
ら
ば
必
ず
荒
廃
し
、

こ
の
見
事
な
大
蔓
も
心
な
き
徒
鷲
に
切
断
せ

ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
日
本
国
中
、
た
だ

一
ヵ
所
の
自
生
地
で
あ
る
こ
の
仙
境
を
紹
介

し
て
、
こ
の

仙
境
が
永
久
に
保
存
さ
れ
る
よ

う
一
日
も
早
く
良
策
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
を

願
う
次
第
で
あ
る
。
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ア
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ル
ナ
I

偵
察
1

1

不
法
で
は
な
い
わ
れ
わ
れ
の
立
場

去
る
三
月
十
二
日
付
(
東
京
版
十
一
日
〉

の
毎
日
新
聞
に
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
不
法
偵
察
云
々
」

と
、
大
き
な
そ
し
て
セ
シ
セ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な

見
出
し
で
、
信
濃
支
部
の
奥
原
隊
長
以
下
回

名
の
パ
ー

テ
ィ
が
ネ
パ
l

ル
政
府
の
「
登
山

規
則
」
を
無
視
し
た
ま
ま
「
も
ぐ
り
登
山
」

に
出
発
し
た
、
と
報
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
と
の

こ
と
に
つ
い
て
事
実
を
述
べ
た
い
と
存
じ
ま

す
。ま

ず
奥
原
隊
は
毎
日
新
聞
に
章一固
か
れ
て
い

る
よ
う
な
不
法
な
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
奥
原
隊
長
は
不
法
な
こ
と
を
す
る
よ
う

な
人
格
の
者
で
は
な
い
こ
と
を
信
じ
な
が
ら

も
、
私
は
念
の
た
め
に
友
人
の
石
井
氏
に
手

紙
と
記
事
の
切
り
抜
き
を
托
し
て
ネ
パ1
ル

へ
飛
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
石
井
氏
に
は
奥

原
隊
長
に
手
紙
を
渡
し
て
返
事
を
持
ち
帰
る

1972 

信
濃
支
部
長

塚
本
茂
樹

こ
と
と
、
ネ
パ
l

ル
に
お
い
て
事
実
を
調
査

し
て
来
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。

三
月
十
三
日
夕
方
羽
田
を
飛
び
た
っ
た
石

井
氏
は
十
六
日
午
後
カ
ト
マ
シ
ズ
を
離
れ
る

ま
で
の
問
精
力
的
に
行
動
し
、
日
本
犬
使
館、

ネ
パ
l

ル
政
府
、
奥
原
隊
に
協
力
し
て
く
れ

た
ラ
ン
ジ
ャ
ン

・

パ
チ
ャ
タ
リ
ヤ
氏
そ
の
他

多
く
の
人
に
会
っ
て
実
情
を
調
査
し、

奥
原

隊
は
何
ら
不
法
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
と
い

う
報
告
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ポ
カ

ラ
で
は
奥
原
隊
が
既
に
出
発
し
た
後
だ
っ
た

の
で
メ
イ
ル
・

ラ
ン
ナ
ー
を
走
ら
せ
て
お
り

ま
す
。一

方
奥
原
隊
長
か
ら
の
通
信
に
よ
れ
ば
前

出
の
ラ
シ
ジ
ャ
シ
氏
が
関
係
官
庁
に
同
行
し

て
く
れ
る
な
ど
大
変
協
力
し
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
ネ
パ
1

ル
政
府
の
担
当
官
カ
レ
ル
氏
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「青
森
の
春
は
遅
い
が
、
桃
や
桜
の
花
が

一
時
に
咲
い
て
く
れ
ま
す
」
。
当
会
員
で
理

事
長
の
中
野
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
通
り

、

新
緑
の
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
中
に
多
彩
な
い

ろ
ど
り
が
車
窓
を
渇
き
る
。
梨
の
白
い
花
も

豊
富
で
あ
る
。

酸
ケ
湯
か
ら
の
ロ
l

プ
ウ
ェ
イ
を
お
り
る

と
、
強
い
風
の
中
に
ス
キ
ー

ヤ
ー

が
多
い
。

他
の
ス
キ
l

場
の
寡
雪
で

、

八
甲
田
の
山
は

例
年
よ
り
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
由
で
あ
る
。

五
月
三
日
、
赤
倉
沢
の
B
C

に
集
合
。
四

日
は
、
朝
か
ら
終
日
、
滑
滋
停
止
・
ザ
イ
ル

操
作

、

特
に
確
保
に
力
を
入
れ
て
研
修
。
こ

の
二
月
に
参
加
し
た
秋
田
岳
連
の
研
修
会
の

折
も
感
じ
た
が
、
研
修
者
の
技
術
へ
の
関
心

は
非
常
に
高
く

、

鋭
い
質
問
が
出
る
。
難
を

い
え
ば

、

よ
り
本
筋
を
体
で
覚
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
応
用
技
術
を
自
分
で
作
り
出
す

意
欲
も
持
っ
て
欲
し
い
と
思
う
こ
と
だ
。

五
日
は
早
朝
か
ら
雨、

テ
ン
ト
内
で
背
中

を
ま
る
め
て
の
研
修
であ
る
。
午
後
、
赤
倉

青
森
県
岳
連
指
導
員

研
修
会
に
参
加
し
て

松
永
敏
郎

右
来
状
は

、

武
田
久
吉
氏
よ
り
本
会

集
会
係
宛
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。(

編
者
)

隣
国
防
匝
健
睦
ほ

一同

年
を
と
る
と
だ
ん
だ
ん
無
精
に
な
り

絶
対
必
要
で
な
い
い
じ
よ
う
外
出
は
お

こ
と
わ
り
と
い
う
次
第
。
な
に
と
ぞ
悪

し
か
ら
ず
。

長
寿
に
つ
き
も
の
の
老
化
の
現
象

、

と
れ
さ
え
な
け
れ
ば
長
寿
も
悪
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が

、

さ
り
と

て
川
端
某
の
ま

ね
を
す
る
ほ
ど
の
愚
も
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
往
年
の
山
行
を

か
み
し
め
る
だ
け
で
す
。

コ
ペ
ン
ハ
|
ゲ
ン
の
宿植

村
直
己

急
い
で
当
地
に
ま
い
り
ま
し
た
も
の
の
、

許
可
待
ち
で
足
ど
め
を
く
っ
て
い
ま
す
。
五

月
中

、
下
旬
に
は
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
に
入
れ

そ
う
で
す
が
、
一
年
間
は
エ
ス
キ
モ

ー

人
を

相
手
の
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
か
れ
ら
を
相
手
に

じ

っ
く

り
と
お
ち
つ
い
て
生
活
を
共
に
し
、

そ
の
中
か
ら
訓
練
を
し
て
い
く
の
が
最
善
の

策
と
考
え
ま
す
。

事
務
局
に
佐
々
木
さ
ん
が
い
な
く
な
る
の

は
さ
び
し
い
気
が
し
ま
す
。
次
は
エ
ス
キ
モ

ー

部
落
か
ら
便
り
を
差
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

四
月
二
十
八
日
(

藤
田
宛
)

沢
を
く
だ
っ
て
八
甲
回
混
泉
に
ひ
た
る
。

雪
中
行
軍
中
の
悲
惨
な
大
量
遭
難
で
有
名

な
青
森
第
五
聯
隊
の
捜
索
時
の
写
真
が
十
数

菜
、
と

り
わ
け
、
二
名の
生
存
兵
士
の

、

凍
傷

で
切
断
さ
れ
た
両
手
両
足
部
の
写
真
は、

い

ま
さ
ら
な
が
ら
背
筋
を
さ
む
ざ
む
と
さ
せ
、

残
っ
た
躯
と
命
を
ど
の
よ
う
に
し
て
過
し
果

て
ら
れ
た
か
と
思
う
。

最
近
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
同
一
ル
l
ト
で

の
自
衛
隊
雪
市
行
軍
は
、
雪
も
少
く
、
事
前

に
大
量
に
取
り
つ
け
た
標
識
を
伝
い
、
後
尾

に
は
雪
上
車
を
従
え
、
上
空
か
ら
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー

の
援
護
を
う
け
、
ま
っ
た
く
無
事
に

終
了
し
た
と
い
う
の
を
聴
く
。
大
峠
の
上
、
小

高
い
丘
の
上
に
立
っ
て
、
雨
に
濡
れ
る
当
時

の
兵
士
の
像
を
見
上
げ

、

そ
の
足
に
履
い
た

薬
靴
を
み
る
に
つ
け
て
も
、
七
十
年
の
歳
月

の
正
に
隔
世
の
感
を
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
新
し
い
事
柄
を
知
り
た
い
」
と
よ
く
聞
か

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
必
ず
し
も
優

れ
た
も
の
だ
と
は
私
は
思
わ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
秋
田
、
青
森
で
お
会
い
し
た
人
達

の
も
つ
山

へ
の
姿
勢
に
も
、
ベ
ん
べ
ん
た
る

お
の
れ
を
戒
め
る
も
の
大
い
に
あ
っ
た
。

-

及
び
後
任
の
パ
ニ
イ
氏
に
よ
れ
ば
「
月

旦頂
さ
し
つ
こ

く
つ
き
ま
と
わ
れ
た
よ
う

で
す
。

一
富
山
支
部
総

え
し
な
け
れ
ば
い
く
ら
街
道
を
は
ず
れ
ても

他
人
に
言
う
な
」
な
ど
さ
一
一
日

っ
た
つ
も
り

一
会
出
席
報
告

か
ま
わ
な
い
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
許
可
で
何
全
く
な
い
そ
う
で
す
が
「
来
年
は
登
り
た

処
ま
で
行
っ

て
も

よ
い
。
皆
さ
ん
の
場
合
も
が
今
年
は
登
ら
な
い
。
見
て
く
る
だ
け
だ

吉
沢
一
郎

当
然
そ
れ
で
よ
い
」
と
の
こ
と
で
、
九
日
午
出
来
れ
ば
六

O
O
O
m
位
ま
で
行
っ
て
み

ヒ
ラ
リ
1
卿
夫
妻
の
件
で
え
ら
い
お
世
話
市
後
ト
レ
ジ
キ
ン
グ
の
許
可
を
も
ら
い
、
十
日
ぃ
。
こ
の
こ
と
は
ネ
パ

l

ル
か
東
京
か
ど

に
な
っ
て
か
ら
も
う
二
年
、
私
に
と
っ
て
は

一に
カ
ト
マ
ン
ズ
を
出
発
し
て
い
ま
す
。
の
新
聞
に
出
る
の
か
」
「
日
本
だ
け
だ
」
と

懐
し
い
、
ま
た
久
振
り
の
富
山
で
あ
っ
た
。

一
十
六
日
夕
方
メ
イ
ル
・

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
手

う
よ
う
な
会
話
が
あ
っ
て

、

そ
の
時
の
話

来
る
に
つ
い
て
は
例
の
国
鉄
ス
ト
に
ひ
っ
か

…紙
を
受

け
取
っ
た
奥
原
隊
長
は
非
常
に
お
ど
行
き
違
い
そ
ろ
う
か
と

言
っ

て
来
て
お
り

か
つ
て
ひ
ど
い
自
に
あ
っ
た
が
、
石
坂
久
忠

一ろ
い
て

、

隊
の
シ
ェ
ル
パ
・

タ
ワ
を
カ
ト
マ
す
。
こ
の
時
も
カ
レ
ル
氏
及
び
ハ
ニ
イ
氏

君
御
一
家
の
温
か
い
も
て
な
し
ゃ
、
村
山
汀

…ン
ズ
へ
走
ら
せ
日
本
大
使
館
の
高
山
氏
及
び
前
記
の
言
葉
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う

子
さ
ん
の
可
愛
い
い
お
嫁
さ
ん
を
み
て

、

一ラ
ン
ジ

ャ
ン
氏
に
関
係
官
庁
を
確
認
し
て
も
と

と
を
ピ
ナ
ヤ
記
言
語
っ
た

と
の
と
と

疲
れ
も
何
も
ス
ッ
と
ん
で
し
ま
っ
た
。

一ら
い

、

そ
の
返
事
が
来
る
ま
で

レ
テ
の
少
し
す

。

一
方
、
立
山
や
叙
や
薬
師
は
ま
だ
真
白
に

一手
前
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
滞
在
す
る
と
言
っ
て
い
ず
れ
に
し
て
も

奥
原
隊
長
以
下
回
名
の

見
え
た
の
に
、
支
部
の
皆
さ
ん
の
顔
は
相
変

…来
て
お
り
ま
す
。

-

テ
ィ
は
何
ら
不
法
な
こ
と
を
し
て
お
り

ら
ず
真
黒

、

流
石
だ
な
と
つ
く
づ
く
羨
や
ま

一
シ
Z

ル
パ
・
ダ
ワ
は
一
一
一
月
二
十
三
日
夕
方
せ
ん
し

、

ネ
パ
ー
ル
政
府
の
許
可
を
得
て

し
く
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

…高
山
氏
と
ラ
ン
ジ
ャ
ン
氏
の
返
事
を
持
っ
て
一
の
許
可
の
範

囲
内
で
行
動
す
ベ
く
日
本
を

一
九
七
二
年
度
の
総
会
は
四
月
三
十
日
午一戻
っ

て
お
り
ま
す
。
奥
原
隊
長
は
「
高
山
氏
、
発
し

、

ヵ
ト
マ
ン
ズ
を
出
発
し
て
お
り
ま

後
三
時
か
ら
富
山
市
安
養
坊
倉
ヶ
谷
(
早
く
一ラ
ン
ジ
ャ
ン
氏
か
ら
の
返
事
で
一
切
O
K

、
。
毎
日
新
聞
の
記
事
は
悪
意
か
中
傷
か
私

言
え
ば
呉
羽
山
)
に
あ
る
日
本
山
岳
会
富
山
一G
O

で
す
。
ネ
パ
1

ル
政
府
で
は
最
初
の
通
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が

、

日
本
の
代
表

山
荘
で
陥
や
か
に
開
か
れ
た
。
中
間支
部
長

w
り
登
頂
さ
え
し
な
け
れ
ば
六
O
O
O
m
位
ま
新

聞
が
あ
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
さ
れ
た

が
司
会
炉
、
意
警
貝
長
が
説
明
役
。

…
で
行って
も
よ
ツ
キ
ン
グ

で
よ
ろ
し
い

。
と
は
ま
と
と
に

遺
憾
で
す
。

ま
ず
こ
の
一
年
間
に
物
故
さ
れ
た
木
津
誠
一
改め
て
イ
ミ
グ
レ

l

シ
ョ
ン

・

オ
フ
ィ
ス
に
事
実
の
概
略
を
湾
へ
て
震
の
ご
理
解
を

二
例
支
部
長
と
河
内
清
氏
に
対
し
黙
悼
を
捧

…確
認
し
て
か
ら
の
返
事
で
し
た
。
こ
こ
で
改
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
の
こ
と

げ
る
。
そ
れ
か
ら
臨
時
飛
入
り
の
私
が
公
式

…め
て
不
法
偵
察
で
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
諒
解
は
多
く
の
方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
、

に
出
席
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
霊
山
界
の
内

…し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
書
尉
も
い
た
だ
き
ま
た
大
変
お
世
話
に
な
り

外
情
勢
に
つ
い
て
一
席
弁
ず
る
。

一い
て
よ
こ
し
ま

し
た
。
一
し
た
。

こ
の
場
を
か
り
て
厚
く
お
礼
申
し

議
事
は
型
通
り
で
七
一
年
度
の
行
事
と
決

…
ピ
ナ
ヤ
記
者
に
は

、

ヵ
ト
マ
ン
ズ
で
か
な
一
げ
ま
す
。

算
の
報
告
、
役
員
の
改
選
は
案
通
りに
承
認
す
2
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i
i
i
i
i
;
t
S
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i
j
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i
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〈
1
:

さ
れ
た
。
支
部
長
は
任
期
未
了
。

一
と
田
中

美
和
子
さ
ん
の
お
二
人で
味
つ
け
宣

l

一
一
一
二
l

三
二
八
二
。

委
員

若
林
啓
之
助
(
委
員
長
〉、

野
島
福

一
し
く
グ
ツ
グ
ツ
と
煮
て
い
て
下
さ
っ
た
。
こ
支
部
へ
の
還
元
金
に
関
連
し
て

、

会
授
の

三
郎
、
石
坂
久
忠
、
山
崎
秀
直
、
浜
田
文
二
、一
れ
が
お
弁
当
や
お
酒
の
つ
ま
み
兼
お
か
ず
に
入
方
法
、
本
部
支
部
会

員
の
会
費
の
差

、

青
木
昭
三

、

木
戸
繁
良
、
中
橋
右
近

、

深
井

一
な
っ
た
。
話
題
の
中
心
は
土
地
柄
か
ら
立
山
一
部
俊
の
一
定
化
な
ど
が
相
変
ら
ず
問
題
に

三
郎
。
監
事

藤
平
彬
文
、
久
保
健
一
(
以一
や
叙
の
話
に
な
る
が
、
下
界
で
の
雑
事
も
ま
る
。
根
本
的
な
解
決
方
法
を
考
え
る
必
要

上
敬
称
略
、
会
員
番
号
順
)

一
た
愉
し
く
語
ら
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
お
閲
あ
る
。

経
質
の
不
足
は
支
部
長
や
委
員
長
が
う
め

一
き
は
暗
く
な
る
少
し
前
で
あ
っ
た
。
毎
月
第
三
土
曜
(
一
四

l

一
七
時
)
に
山

て
し
ま
う
の
で
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。

一

x

×

X

に
集
ま
る
、
当
番
は
委
員
と
監
事
が
分
担

次
は
七
二
年
度
の
行
事
予
定
と
予
算
が
承

一
総
会
の
進
行
中
、
準
備
中

、

そ
の
あ
と
な
い
う
こ

と
が
決
ま
っ

た
。
こ
れ
は
長
く
続

認
さ
れ
て
五
時
総
会
は
目
出
度
く
終
了
。
一
ど
で
決
ま
っ
た
こ
と
や
希
望
事
項
な
ど
を
記
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
二
階
へ
あ
が
っ
て
懇
親
会、
こ

一し
て
お
こ

う
。
ま
ず
新
年
度
か
ら
は
支
部
の
ノ

1

マ
ン
・

ハ
l
デ
ィ
の
受
入
れ
に
つ
い

の
呉
羽
山
に
は
街
が
一
杯
あ
る
。
総
会
の
始
一
事
務
所
が
中
田
さ
ん

の
自
宅
に
移
る
。
迂
余
曲
折
が
あ

っ

た
が
、
こ
う
い
う

こ
と

ま
る
前
に
会
員
諸
氏
が
腕
を
振
っ
て
掘
っ
て
一
〒
九
三
O

、

富
山
市
東
回
地
方
町
一l
l

六
簡
単
に
考
え
て
は
い
け
な
い
。

来
た
生
き
の
い
い
街
を
中
国
さ
ん
の
奥
さ
ん
一

1
1

二
七
、
中
田
勇
吉
方
、
電
話
、O
七
六
四

-959 ー ( 5 ) 
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ロ
ベ
ー
ル
・

テ
ズ
ナ
・

Jア
ュ
・

モ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
桑
原
武
夫
氏
の
紹介

文
が
あ
り

、

氏
の
著
作
『
回
想
の
山
々
』
(
昭

四
〉
に

「グ
ラ
γ
・

シ
ャ
ル
モ
の
北
面
」
が

訳
載
さ
れ
た
が
、
こ
の
た
び

、

本
書
の
日
本

語
訳
が
刊
行
さ
れ
て

、

登
山
家
と
し
て
の
デ

ュ

・
モ
ン
セ
ル
が
そ
の
高
貴
な
姿
を
わ
れ
わ

れ
の
ま
え
に
あ
ら
わ
し
て
き
た
。
山
に
よ

せ

る
愛
情
、
は
げ
し
い
貝
毒

、

著
者
の
内
面
に

ち
つ
か
わ
れ
た
豊
か
な
精
神
性
、
そ
れ
ら
は

読
者
に
感
動
を
よ

び
お
こ

さ
ず
に
は
お
か
ぬ

も
の
だ
。
自
己
を
語
る
こ
と
の
す
く
な
か
っ

た
デ
ュ
・
モ
ン
セ
ル
で
あ
っ
て
み
れ
ば

、

本

書
は
彼
の
登
山
事
践
の
全
貌
を
っ
た
加
え
る
に

は
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
高
貴
な
精
神

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
文
章
表
現
が
著
者
そ

の
人
を
よ
く
っ
た
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

デ
ュ

・
モ
ン
セ
ル
は
、

一九
二
四
年
以
来

、

G
H
M
(
高
地
山
岳
グ
ル
ー

プ
〉
の
会
員
で

あ
り
、
レ
ピ
ネ
l

、
セ
ゴ
l

ニ
ュ
、
モ
ラ
ン
ら

図書紹介わ
れ
ら
の
も
の
な
ら
ぬ
世
界

R
-
T

・
デ
ュ
・
モ
ン
セ
ル
著

桑
原
叩
武
夫
モ

高
田
方
一
郎
自

神崎忠男氏画

の
あ
と
を
つ
い
で
そ
の
会
長
を
つ
と
め
る
フ

ラ
ン
ス
有
数
の
登
山
家
で
あ
る
。
第
二
次
大

戦
前
の
二
回
に
わ
た
る
コ
l

カ
サ
ス
遠
征
に

参
加
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
委
員
会
に
あ
っ
て
は
フ
ラ

ン
ス
隊
の
成
功
を
さ
さ
え

、

ま
た
ア
シ
デ
ス

、

ア
ラ
ス
カ
遠
征
へ
努
力
を
か
た
む
け
た
人
で

あ
る

。
本
書
は
デ
ュ
・

モ
ン
セ
ル
の
山
に
お
け
る

青
春
の
日
々
の
証
言
で
あ
る
。
原
書
ハ
一
九

六
五
年

、

ガ
リ
マ
l

ル
書
店
)
の
裏
表
紙
に

あ
る
文
章
の

一部
が

、

そ
の
ま
ま
著
者
の
日

本
語
版
A
は
し
が
き
V
に使
わ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の

言
葉
に
よ
る
と

、
一
時
代
の
ス

ポ

ー
ツ
上
の
成
果
の
報
告
で
は
な
く
、
山
の

よ
び
か
け
、
そ
の
美
し
さ

、

そ
し
て
も
ろ
も

ろ
の
危
険
を
ま
え
に
し
た
A
魂
の
状
態
V

E
M
公
民
仏
ぷ
目
。

が
こ
こ
に
、
つ
つ
し
出
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
一
四
年
夏
、
十
六
歳
の
と
き
の
A
山

の
発
見
v、
ジ
ゴ

1

ル
そ
の
他
の
す
ぐ
れ
た

友
人
と
の
出
合
い
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
グ
ラ

ン
・

シ
ャ

ル
モ
1

ズ
、
メ
l

ジ
ュ
、

コ
ル
・

ド
・
プ
レ
テ
ィ
エ
1

ル
、

エ
イ
ギ
l

ユ
・
ヴ

ェ
ル
ト

、

エ
タ
ラ
ン

、

プ
ラ
ヴ
ェ

・
ピ
l

グ

な
ど
モ
ン
・
プ
ラ
ン
山
塊
在
中
心
と
し
た
西

部
ア
ル
プ
ス
の
登
畿

、

さ
ら
に
軍
隊
時
代
、

敵
味
方
の
意
識
を
こ
え
て
登
っ
た
ド
ルI
ゼ

ン
フ
ル
1

南
壁
ま
で
の
著
者
の
足
跡
が
物
語

ら
れ
る
。
デ
ュ
・

モ
ン
セ
ル
自
身
、
第
一
次

大
戦
が
「
そ
の
醸
酵
期
」
で
あ
り

、

第
二
次

大
戦
が
「
そ
の
終
末
」
で
あ
っ
た
と

書
い
て

い
る
よ
う
に
、
本
書
は
両
大
戦
間
に
お
け
る

、

一
人
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

の
真
訟
な
魂
の
証
言

な
の
で
あ
る
。

私
が
登
山
家
と
し
て
の

会
問
貴
な
姿
V
と

書
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
が
た
ん
な
る

登
挙
記
録
や
報
告
と
は
本
質
的
に
異
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
未
知
な
る
も
の
の
発
見

に
よ
ろ
こ
び

、

あ
る

い
は
ま
た
A
ア
ル
ピ

ニ

ス
ト
ょ
、
お
前
の
勝
利
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
?
V
A
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
な
ん
の
役
に
立

つ
の
か
V
と
自
問
自
答
す
る
あ
た
り
は

、

デ

ユ

・

モ
ン
セ
ル
の
青
春
の
所
在
を
知
ら
し
め

る
も
の
だ
が
、
た
と
え
ば
友
人
フ
ァ
レ
と
と

も
に

挑
ん
だ
コ
ル
・
ド
・
プ
レ
テ
ィ
エ
1

ル

北
壁
登
挙
を
お
え
た
あ
と
、

彼
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
書
き
し
る
し
て
い
る
。

A
ま
さ
し
く
私
た
ち
は
「
初
登
挙
」
を
や

っ
た
の
だ
。
皆
は
口
々
に
質
問
を
浴
び
せ
か

け
た
。
が
、
な

に
を
答
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う

?

私
た
ち
が
生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
は

言
葉
以
上
の
も
の
な
の
だ
。
た
だ
沈
黙
だ
け

が
そ
の
深
さ
を
測
る
こ
と

が
で
き
る
。
山
男

の
沈
黙
は
、
謙
虚
さ
よ
り
も
む
し
ろ
惹
恥
心

か
ら
く
る
も
の
だ
。
告
白
は
公
衆
の
面
前
で

行
な
う
も
の
で
は
な
い
。
V

十
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
夢
み
て
い
た
英
雄
的

行
為
が
完
成
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
彼
の

内
心
か
ら
わ
い
て
く
る
自
覚
で
あ
っ
た
。
つ

づ
け
て

、

冒
険
は
A
も
の
の
な
か
で
V
E
g

-
2
口
7
2
2

行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
A
私

た
ち
の
内
部
に
お
い
て

v
g
ロ
0
5
行
わ
れ

る
と
書
く
が
、
登
山
行
為
そ
の
も
の
が
、
自

己
の
発
見
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
精
神
の
豊
か

さ
を
読
み
と
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

彼
は
そ
の
後
、
ジ
ゴ
l

ル
、
ル
・

ベ
ッ
グ

、

ギ
ベ
1

ル
、
ラ
ン
グ
ロ
ワ
ら
親
し
い

山
仲
間

を
e

フ
ラ
イ
ト
ホ
ル
ン
の
ヤ
ン
グ

尾
根
で
失
っ

た
。
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も

山
へ
の
接
し

方
を
教
え
て
く
れ
た
友
人

に
言
葉
す
く
な
に

も
深
い
感
謝
の
念
を
さ
さ
げ
て
い
る
。
ま
た

シ
ャ
そ
ニ
1

の
谷
の
自
然
を
破
壊
さ
せ
よ
う

と
す
る
大
資
本
家
、
人
民
の
声
に
よ
っ
て
選

出
さ
れ
た
公
共
団
体
な
ど
の

仕
業
に
た
い
し

て
A
だ
れ
が
こ
の
殺
裁
に
抗
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
V
と
語
っ
て
、
自
然
へ
の
か
ぎ
り
な

い
愛
情
と
登
山
行
為
か
ら
生
ま
れ
た
大
き
な

喜
び
を
語
り
、
山
男
の
本
質
を
説
く
。
そ
れ

は
ス
キ
ー

ヤ
ー

と
の
比
較
の
な
か
で
い
き
い

き
ち
し
た
発
言
と

な
る
。
あ
え
て
引
用
し
て

お
き
た
い
。

A
ス
キ
ー
ヤ
ー
た
ち
?
彼
ら

は
、

い
ま
や

群
集
に
す
ぎ
な
い
。
・
:
:
彼
らが
好
む
の
は

滑
降
だ
が

、

そ
れ
も
人
気
の
な
い

山
中
で

、

た
だ
ス
キ
ー

の
す
べ
る
音
だ
け
が
新
雪
と
静

寂
を
破
る
と
い
う

よ
う

な
滑
降
で
は
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
庭
園
の
芝
生
の
よ
う
に
手
入
れ
さ

れ
た
ゲ
レ
ン
デ
を
、
標
識
に
し
た
が
っ
て
滑

り
落
ち
る
こ
と
だ
。
e
i
-
-不
屈
の
人
間
だ
け

が
残
る
。
山
男
、
本
当
の
意
味
で
の
山
の
ア

マ
チ
ュ
ア
だ
け
だ
。
山
男
と
て
も
機
械
力
を

徹
頭
徹
尾
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
。
山
行

の
楽
し
み
に

、

い
さ
さ
さ
か
も
寄
与
し
な
い

、

無
駄
な
疲
労
を
避
け
る
た
め
に
役
立
つ
な
ら

ば
。
し
か
し
そ
ん
な
も
の
が
な
く
て
も
す
ま

せ
る
。
山
男
は
登
る
こ
と

を
愛
す
る
。
V

Jア
ュ
・
モ
ン
セ
ル
は
彼
の
青
春
の
か
け
が

え
の
な
い
体
験
を
と
お
し
て
、
登
山
に
お
け

る
努
力
の
楽
し
み

、

さ
ら
に
は
苦
行
精
神
と

自
己
の
内

に
あ
る
最
上
の
も
の
の
高
揚
を
た

か
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
る
意
味
で
よ
き
時
代
の
よ
き
登

山
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
A
自
己
V
の
発
見
を
な
し
え
て
こ

そ
、
よ
き
山
行
と
よ
き
仲
間
た
ち
を
得
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

ゆ
え
に

力
強
い

、

豊

か
な
、
す
ぐ
れ
た
文

章
表
現
を
も
ち
え
た
の

で
あ
る
。

原
書
に
お
い
て、

著
者
は
故
意
に
写
真
を

入
れ
な
か
っ
た
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
が
、
訳

書
に
は

、

著
者
自
身
の
撮
影
に
な
る
エ
グ
ラ

ン
南
東
壁
や
オ
ラ
ン
北
西
商
ほ
か
、
八
葉
の

写
真
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
原
書
の

扉
に
引
用
さ
れ
た
マ
ッ
ク
ス
・

ジ
ャ
コ
プ
の

詩
の
一
節
A
F
2
2
1
ι
g
n
z
s
z
x
ι
o

E
g

〈
q
z
m
ω
ロ
忌
2

1z
・
oE
H
V
B
E
E
F

ヨ
O
D
2
2

吋

ι
z
r
E
F
同
ι
。
-
m
Z
E
E
­

r
z
m
V
(わ
が
青
春
の
年
々
の
足
早
き
馬
は、

そ
の
馬
蹄
の
ひ
び
き
に
よ
っ
て
わ
が
心
を
あ

か
し
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
|

桑
原
訳
)
は、

デ
ュ
・

モ
ン
セ
ル
の
希
望

に
よ
っ
て
李
自
の

「
山
中
問
答
」
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
が

、

原
著
者
と
訳
者
と

の
三
十
五
年

に
お
よ
ぶ
あ
た
た
か
い
友
情
の
所
産
で
あ
る

こ
と
は
、

訳
者
の
あ
と

が
き
A
デ
ュ
・

モ
ン

セ
ル
君
の
こ
と
V
に
く
わ
し
い
。

(近
藤
信
行
)

昭
和
四
十
七
年
一
月
筑
摩
書
房
刊

四
六
判
函
入
定
価
一

0
0
0
円

( 6 ) 

図
書
室
便
り
(
昭
和U
・

4
)

-960ー

新
刊
図
書
受
入
報
告

東
京
新
聞
社
寄
贈

ω
佐
藤
達
夫
著
『
花
の
画
集
l

』

山
と
渓
谷
社
寄
贈

ω
日
本
山
岳
写
真
集
団
・

徳
久
球
雄
編
『
カ

ラ
l

ア
ル
プ
ス
博
物
誌
』
昭
和
U

朝
日
新
聞
社
寄
贈

ω
朝
日
新
聞
社
編
『
探
検
と
冒
険
4』
昭
和
U

東
京
電
機
大
学
部
体
育
会山
岳
部
寄
嶋

ω
東
京
電
機
大
学
2

部
体
育
会
山
岳
部
編

『
部
報V
』
昭
和
U

田
辺
主
計
氏
寄
贈

ω
志
賀
重
昂
著
『
河
及
湖
沼
』
明
治
円
相

神
谷
恭
氏
寄
贈

ω
霧
の
旅
会
編
『
霧
の
旅
上
本
暮
先
生
追

悼
l

』
昭
和
ω

一
勝
島
敏
男
氏
寄
贈

ω
第
一
高
等
学
校
旅
行
部
縦
の
会
編
『
失
い

し

山
仲
間
』
昭
和
幻

中
村
純
二
氏
寄
贈

ω
第
一
高
等
学
校
旅
行
部
縦
の
会
編
『失
い

し

山
仲
間
』
昭
和
灯

脇
田
正
二
氏
寄
贈

ω
脇
田
正
二
著
『
あ
る
大
学
ワ
ン
ダー
フ
ォ

ー

ゲ
ル
部
員
の
死
』
昭
和
必

坂
下
心
一
氏
寄
贈

ω
中
尾
佐
助
著
『
秘
境
ブ
l
p

ン
』
昭
和
M

日
本
山
岳
会

ω
日
本
山
岳
会
編
『山
岳
i

第
句

、

m
m年
』

定
期
刊
行
物
受
入
報
告

〔部
報
・
会
報
類
〕

ω
関
西
学
院
大
学
体
育
会
山
岳
部
『E
D
E

L
W
E
I
S
S
』
Z
0
・
品
。
(
H
3
3

ω
日
本
ヒ
ン
ズ
ー
-
グ
シ

ュ
会
議
『
H
-
K

-
T
ニ
ュ
ー
ス

』
Z
0
・
由
(A匹
、
下
ム
)

ω
兵
庫
県
山
岳
連
盟
『
兵
庫
山
岳
』
Z
0・
沼

(
品
、
下
ム
一
)

ω
国
立
公
園
協
会
『
国
立
公
園
』
Z
。
以
ア

N
∞
∞.
M
A山由
〈J
N10
N

・
p
ι
)

ω
京
都
山
岳
会
『
京
都
山
岳
』
Z
o

印
宏

昭
和
幻
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-
吋Nl
h
p一)

ω
夏
口
品
野歩
路
会
『
山
嶺
』
Z
。
・
印
。ω
・
印O
品

(
A
F
J
11

u

.

A
H
)
 

的
低
い
山
を
歩
く
会
『
低山
』
Z
。
・
∞M
(
J
N
'
C

ω
日
本
山
岳
協
会
『
登
山
月
報
』
Z
0
・
8
.
ω叶

(
品
、
吋
ω

・AH一
)

間
横
浜
山
岳
会
『
山
』
Z
。
合
ア
会
∞

(
J
N

ー

ω
・
品
)

ω
日

山
協
『
山
と
雪
』
Z
0
・
5

∞
(
会
1
6

〔雑
誌
〕

ω

『
ア
ル
プ
』Z
0
・
見
。
(
寸NI
C

ω

『
岳
人
』Z
0
・
M
S
(
J
NI
3

問
『
山
と
渓
谷
』
Z
。
・
念
品

(
J
Nlm
)

ω
『
創
文
』Z
0
・
H
O叶
(J
N

品
)

〔そ
の
他
〕

ω
大
阪
府
山
岳
連
盟
ネ
パ
ー
ル
ヒ

マ
ラ
ヤ
登

山
隊
『
カ
ン
ジ
ロ
パ
ヒ
マ
l
ル
登
山
報
告

ω
山
岳
巡
礼
倶
楽
部
『
G
A
M
S
』

ペ
コ
』

ω
世
界
の
動
き
社
『
世
界
の
動
き
』
(
Z0
・

N
印
N
-
M印
ω
〉

ω
山
と
人
の
会
『
雲
わ
ら
じ
』
Z
。
.
日

ω
新
潟
県
山
岳
協
会
『
越
後
』
Z
0
・
∞

山
間旧
第
一
銀
行
山
岳
会
『山
岳
会
報
』
Z
0
・
己

的
日
本
ア
ン
デ
ス
会
議
『
ア
ン
デ
ス
に
お
け

る
日
本
登
山
隊
の
記
録
S
S
l
H
S
N
』

国
間
ア
キ
タ
ア
ル
パ
イ
ン
グ
ラ
ブ
『
ア
キ
タ
・

ア
ル
パ
イ
ン
』
Z
0
・
印

川
間
北
皇
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
『
カ
ン
ジ
戸

パ
ヒ
マ
l
ル
登
山
計
函
書
ム
ヨ

ω
』

〔新
着
海
外
雑
誌
〕

H
J
F
Ex
w
-
E
E州
、
〈
。
一・
ω
∞
.
Z
0・
ω
-

N
2
0
2

図
司
四
巳
丘
町2
3

ト『ω
r
u
p
ω
叶
N
­

ω
z
F
釦
富
。
ロ
冨
岡H
M
O
O
Z
E
E
Z
E
o

-
-

o
b
l

2

5
r
z

s
ご
・

品
2
Y向O
E
ロ
Z
2
3
2
0
・
5
r
E

E

同
忌
ご
・

印
2
C
mZ
H
E
W
E
R
F
2

〉
-
u
m
旬
以
〈2
2
2
3

γ
r
・
N
少
図
。
間
同
H
H
E
N
-
Z
。

之
U
O
N

ド
由
ご
・ト『m
wr
.
同
少
河
内
叩
ご
とN・
】ω
ミ
-1
0『

H由
一-
N・

品

4
2
0
2
g
"

。
同
ω
-
o
g
E
ヘ

日申
ご
』
m
­

J
1偏

見
Z
Z
Z
E
O
D

丘
一ぺ
〉
ロ
ロ

0
8
.
2
-

。
。
口
同
由
吋N
・

白
2
C
-
H・
〉
・
〉
・32
0
・
N
-問
。
『・
H
由
叶N
・

以
上
三
件
承
認
。

国
昭
和
四
十
七
年
度
役
員
選
任
の
件

同
評
議
員
改
選
の
件

四
十
七
年
F
役
員
及
び
評
議
員
と
し
て
次

の
諸
氏
を
選
任
し
た
。

〔
理
事
〕
三
田
幸
夫
、
成
瀬
岩
雄

、

吉
沢
一

郎
、
中
屋
健
弐
、
神
原
達
、
松
永
敏
郎
、

大
森
諒
雄
、
宮
下
秀
樹
、
中
島
寛
、
坂
下

心
一
、
丹
部
節
雄
、
神
崎
忠
男
、
板
倉
勝

正
(
以
上
再
任
)、
林
和
夫

、

伊
倉
剛
一
二、

松
丸
秀
夫
、
近
一
勝
信
行
、
広
谷
光
一
郎

、

須
田
紀
子
、
帰
山
毅
(
以
上新
任
)

〔
監
事
〕
今
井
雄
二
(
再
任
、
任
期
二
年
)

〔
評
議
員
〕
島
田
巽、

佐
藤
テ
ル

、

望
月
達

夫
、
織
内
信
彦

、

村
山
雅
美

、

金
坂

一郎
、

藤
島
玄
、
今
西
寿
雄

、

中
国
勇
吉

、

高
山

忠
四
朗
〈
以
上
再
任
・

任
期
三
年
)
伊
藤

昭
和
四
十
七
年
度
通
常
会
員
総
会
は
四
月

二
十
二
日
午
後
三
時
か
ら
向
井
ピ
ル
四
階
会

議
室
で
開
催
し
た
。

マ
開
会
の
辞

(
林
和
夫
〉

マ
会
長
あ
い
さ
つ

(一
ニ回
会
長
〉

議
案

H
昭
和
四
十
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に
支
部

報
告
(

山
崎
常
務
理
事
)

.

事
業
報
告
書
別
項
の
と
お
り
承
認
。

-

各
支
部
報
告
(
出
席
者
の
み
〉

秋
田
〈
柴
田
〉
、
富山
(
中
国
〉
、
岩手

(笠
原
〉、

関
西
(
今
西)
、
越
後。
勝
島
)、

静
岡
(
山
本
)
、
山
梨
〈
山
村
)
の
各
支
部

報
告
、
文
書
に
よ
る
も
の
東
海
、
北
海
道

支
部
。

同
昭
和
四
十
六
年
度
収
支
決
算
報
告
(
別
項
〉

同
昭
和
四
十
六
年
度
財
産
目
録
報
告
(
別
項
〉

(
以
上
山
崎
常
務
理
事
〉

岡
監
事
に
よ
る

監
査
報
告
(
別
項
〉

(今
井
監
事
〉

和 1 1 会
通四 1 1 一

室主 1 1 務
暴主 1 1 報
会 1 1 告

一
回
会
長
あ
い
さ
つ
(要
旨
〉

本
日
は
昭
和
四
十
七
年
度
会
員
総
会
に
多

数
ご
出
席
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。
各
議
案
に

つ
い
て
十
分
ご
審
議
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ

に
会
の
現
況
を
ど
報
告
申
し
上
げ
る
。

ま
ず
会
員
数
は
木
年
三
月
末
現
在
で
三、

一
八八
名

、

昨
年
度
に
比
較
し
二
八
名
増

と
な
っ
て
い
る
。
四
十
六
年
度
の
新
入
会
員

秀
五
郎
(
新
任
・

任
期
三
年
)

(
以
上
二
件
藤
井
常
務
理
事
)

同
昭
和
四
十
七
年
度
事
業
計
画
案

例
昭
和
四
十
七
年
度
収支
予
算
案

以
上
事
業
計
画
案
(
別
項
〉
、
収
支予
算
案

(
別項
〉
付
議
の
件
は
と

も
に

原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
た
。(山

崎
、
藤
井
常
務
理
事
〉

マ
閉
会
の
辞
(
林
和
夫
)

(
出
席者
)
三
田
幸
夫
、
青
木
昇

、

本
久
素

行
、
国
見
利
夫
、
中
島
究

、

堀
内
章
雄
、
荒

井
章
仁

、

杉
蛍
区
役
所
山
岳
部
三
渡
忠
匝
、

今
西
寿
雄
、
寺
村
栄
一
、
今
井
雄
二
、
山
崎

安
治

、

藤
井
運
平
、
林
和
夫

、

成
瀬
岩
雄

、

中
田
勇
吉

、

折
井
健
て
笠
原
潤
二
郎

、

吉

沢
一
郎
、
斎
藤
平
七
、
村
井
米
子
、
柴
田
均

二
、
諸
問

一次
、
加
藤
泰
安
、
伊
倉
剛
三

、

近
藤
降

、

近
藤
信
行
、
野
上
成
勇
、
小
方
全

弘
、

高
橋
照
、
村
井
葵

、

小
倉
資
子
、
安
彦

六
郎

、

高
島
真
一
、
平
沢
屯
一
郎
、
吉
武
正

子
、

春
回
俊
郎

、

後
藤
幹
次
、
野
口
宋
延

、

日
高
信
六
郎
、
板
倉
勝
正
、
神
崎
忠
男
、
森

山
重
穏
、
小
野
利
次

、

織
内
信
彦
、
岩
永
信

雄
、

松
本
熊
次
郎
、
佐
一
脈
テ
ル
、

金
山
淳
二

、

須
田
紀
子
、
島
田
巽

、

森
川
洋
佑

、

一勝
島
玄

、

大
森
誌
雄
、
小
原
勝
郎
、
山
本
朋
三
郎
、
坂

下
心
一
、
名
児
耶
達
男
、
神
原
達
、
山
村
正

光
、

松
田
雄
一
、
帰
山
毅
、
山
下
一
夫
、
鴫

原
啓
佑
、
松
家
晋
、
山
口
節
子

、

秋
田
し
お

み
、

関
口
周
也
、
藤
島
敏
男

、

瀬
名
貞
利

、

宮
本
喬
、
貝
森
健
治
、
川
森
左
智
子

、

川
崎

将
雄
、
荒
巻
広
政

、

武
田
満
子(

以
上
七
六
名
)

一
、
登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会、

詩
習
会
お
よ
び
展
覧
会
の
開
催

数
は
二
O
入
名

、

復
活
会
員

一
一
一
名
あ
っ
た

が
除
籍
、
退
会

、

物
故
者
が
九
九
名
あ
っ
た
。

四
十
六
年
度
の
物
故
者
は
一
六
名
あ
り、

昨
年
十
二
月
の
年
次
晩
餐
会
以
後
な
く
な
ら

れ
た
方
は
村
井
栄

て
佐

一
勝
隆
太
郎、
岡
埜

徳
之
助
、
河
内
清
、
木
津
清

一
の
五
氏
で
あ

る
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

ル
ー
ム
来
室
者
は
四
十
六
年
度
延
ベ
四
、

九
九
六
名
あ
り
ル
l

ム
が
多
く
の
会
員
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
上
高
地
山
岳
研

究
所
の
建
設
で

、

す
で
に
環
境
庁
の
許
可
内

示
が
あ
り

、

ま
た
日
本
自
転
車
振
興
会
か
ら

四
百
四
十
万
円
の
補
助
金
が
交付
さ
れ
る
こ

と

も
決
定
、
五
月
か
ら
本
格
的
に
準
備
を
進

め
、

年
内
完
成
を
目
標
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
と
も
な
い
会
員
募
金
も
積
極
的
に
行
な
い

た
い
。
あ
ら
た
め
て
お
願
い
す
る
が

、

と
の

席
を
借
り
て
ど
協
力
を
お
願
い
し
て
お
く
。

次
は
申
し
に
く

い
こ
と
で
あ
る

.

か
会
費
値

上
げ
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
お
願
い
申
し
上
げ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
四
十
七
年
度
は
と

に
か
く
会
賛
百
パ
ー
セ
ン
ト
徴
収
を
目
的
と

し
て
や
り
く
り
し
て
行
く
つ
も
り
だ
が
、
こ

と
に
郵
送
料
の
値
上
げ
は
大
き
な
問
題
で
四

十
八
年
度
は
ど
う
し
て
も
値
上
げ
し
な
け
れ

ば
や
っ
て
行
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。
と
の

件
は
秋
に
臨
時
総
会
を
聞
い
て
正
式
に
と
り

あ
げ
た
い
が

、

会
の
財
政
の
健
全
化
の
上
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
現
在
こ
の
向
井
ピ
ル
の
ル
l
ム

が
来

年
五
月
い
っ
ぱ
い
で
立
退
い
て
ほ
し
い
旨
申

し
出
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
も
大
問
題
で
あ

り
、

い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
会
員
諸
氏
の
お
知

恵
を
借
り
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
昨
年
度
に
引
き
続
き
よ
き

伝
統
を
受
け
た
ク
ラ
ブ
・

ラ
イ
フ
の
充
実
を

目
的
に
本
年
度
も
や
っ
て
行
き
た
い
。

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
報
告

(イ
)
集
会

四
月
二
十
四
日
深
田
久

弥
氏
追
悼
会

(O
A
G

会
館
)

四
月
二
十
五
日
全
国
支
部
長
会
議(

本
会
)

五
月
十
五
日
第
九
回
木
暮
祭

(金
山
平
〉

五
月
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
日

第
二
回
現
地
支
部
長
会
議と
記
念
山
行

(栗
駒
山
〉

六
月
二
日
第
二
百
七
十
回
小
集
会
「
静

岡
大
チ
ュ
l
レ
ン

・
ヒ

マ
1

ル
隊
報
告
」
談

師
山
本
良
三
氏
(
本
会

)

六
月
五

、

六
日
第
二
十
五
回
ウ
エ
ス
ト

ン
祭
(
上
高
地
〉

六
月
十
二
日
第
十
四
固
有
志
閑
談
会

(
六義
国
)

六
月
十
五
日
第

二
百
七
十
一
回
小
集
会

「
ス
ケ
ッ
チ
教
室
」
講
師
山
里
寿
男
氏(

本
会
)

七
月
一
日
第
二
百
七
十
二
回
小
集
会

「
エ
ベ
レ
ス
ト
国
際
隊
帰
国
報
告
会」
講
師

植
村
直
己
、
伊
一
脈礼造
氏
(
九
段
会
館

)

七
月

十
五
日
第

二
百
七
十
三
回
小
集
会

「
第二
回
ス
ケ
ッ
チ
教
室
」
誇
師
山
里
寿
男

氏

〈
本
会
)

七
月
二
十
七
日
第
二
百
七
十
四
回
小
集

会
「
マ
ナ
ス
ル

西
壁
登
頂
報
告
会
」
誘
師
高

橋
照
氏
〈
本
会

)

八
月
十
四
、
十
五
日
第
二
百
七
十
五
回

現
地
小
集
会

(
数
馬
)

九
月
一
日
ア
ダ
ス
ト
氏
を
囲
む
会(

本
会
)

九
月
六
日
マ
ナ
ス
ル
隊
交
歓
会

(
本
会
〉

九
月
十
五
日
第

二
百
七
十
六
回
現
地小

集
会

(
川
桑
山
〉

十
月
十
五
日
第
二
百

七
十
七
回
小
集
会

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
関
す
る
実
務
」
講
師
丹

部
節
雄
氏

(
本
会
)

十
月
二
十
三
日
第
四
回
図
書
交
換
即
売

会

(
本
会
)

十
一
月
十
十
四
日
も
み
じ
会

-961 ー ( 7 ) 
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(
戸
)
誘習
会
、
講
演
会

十
一
月
十
三
日
富
士
登
山
机
上
認
習
会

(
+
本
会
〉

十
一
月
二
十
一

、

二
十
二
、
二
十
三
日

第
十
二
回
冬
山
技
術
講
習
会
(
富

士
山
)

一
月
三
日
日
斡
合
同
高
所
医
学
ゼ
ミ
ナ

l
(

ソ
ウ
ル
)

(
ハ
)
展
覧
会

十
二
月
四
日

「
こ
の
一
本
展
」

(
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
)

二
、

登
山
施
設
改
善
の
促
進

、

そ
の

他
登

山
の
た
め
の
適
切
な
事
業

上
高
地
山
岳
研
究
所
の
増
改
築
を
目
下
促

進
中
で
四
十
七
年
度
完
成
を
予
定
し
て
い
る

=
一、

山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関

す
る
企
画
お
よ
び
指
導

七
i

八
月
富

士
山
頂
に
診
療
所
を
開
設

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

自
然
保
護
委
員
会
を
設
け、
国
立
公
園
内

に
お
け
る

山
岳
地
の
自
然
保
設
運
動
に
協
力

玉
、

海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
指
導

(イ
)
四
|
六
月

エ
ベ
レ
ス
ト
南
壁
国
際

(
縫
島
)

十
一
月
十
五
日
第
二
百
七
十
八
回

小
集

会
「
山
の
唄
教
室
」
議
師
西
丸
震
哉
氏(本

会
)

十
二
月
四
日
昭
和
四
十
六
年
度
次
晩
餐

会
(
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
)

十
二
月
十
一
日
青
年
懇
談
会
発
会
式〈

本
会
〉

十
二
月
十
五
日
第
二
百
七
十
九
回
小
集

会
「
忘
年
懇
親
会
」
(
本
会
)

一
月
十
五
、
十
六
日
第
二
百
八
十
回
現

地
小
集
会
(
八
方
尾
根
)

二
月
十
五
日
第
二
百
八

十
一
回
小
集
会

「
エ
ベ
レ
ス
ト

・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
講
師
川

喜
四
壮
太
郎
氏
(
本
会
〉

一
一
月
二
十
四
日
「
山
岳
図
書
を
語
る
タ

ベ
」
旅
島
敏
男
を
囲
む
会
(
本
会
)

三
月
十
五
日

第
二
百
八
十
二
回
小
集
会

「
エ
ベ
レ
ス
ト
・

ス
ラ
イ
ド
」
詩
師
D
・
P

・

デ
1

ピ
ス

、

高
橋
照

、

新
島
義
昭
氏(

本
会
〉

て
登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会

研
究
会

、

諮
習
会
等
の
開
催

(
イ
)集
会

・

小
集
会
(
報
告
、
読
習
会
〉
本
会

年

間
十
回

-

第
二
十
六
回
ウ
エ
ス
ト
ン

祭
上
高

地

(
六
月
三
、
四
日
〉

・

有
志
閑
談
会
六
義
図

(
六
月
十
日
〉

・

支
部
長
会
議
本
会

(
四
、
十
二月
)

・

現
地
支
部
長
会
議
兼
現
地
小
集
会
秋

田
(
六
月
十
六

、

十
七
、
十
八
日
)

・

年
次
晩
餐
会

(
十
二
月
二
日
)

-

来
日
外
国
登
山
家
と
の
交
歓
〈
随
時
〉

(
ロ
)
研
究
会

・

高
所
登
山
枝
術
研
究
会
(
未定
〉

.

雪
崩
研
究
会
(
十
月
)

(
ハ
)
講
習
会

・

登
山
技
術
講
習
会
(
十
一月
)

隊
に
福
村
直
己

、

伊
藤
礼
造
両
隊
員
を
派
遣

(
ロ
)
十月
台
湾

山
岳
会
の
招
待
で
三
回

会
長
ら
十
三
名
玉
山
登
山

六
、
機
関
誌
「
山
岳
」
な
ど
の
発
行

(
イ
)
「
山
岳
」
六
十
五
年
を
十
月
発
行

(
ロ
)会
報
「
山
」
一二
百十
|
三
百
二
十
一

号
の
十
二
回
発
行

(
ハ
)
「
山
日
記
」

一
九
七
二
年度
版
(
一
二

十
七
締
)
を
十
一
月
一
日
発
行

七
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
外
国
の
団
体
と

の
情
報
交
換

(イ
)
一
二
十
ヵ
国
六十
五
団
体
と
情
報を
交

換
し
た
。

(
ロ
)台
湾
山
岳
会
創
立
二
十
五
周
年
大
会

に
小
味
海
外
委
員
が
本
会
を代
表
し
て
出
席

入
、
そ
の
他

七
月
「
山
岳
」
二
十
六
年
か
ら
六
十
年

ま
で
の
索
引
発
行

十
一
月
一
九
七
一
年
度

会
員
名
簿
発
行

一
月

「
山
岳
」
創
刊
号
を
夜
刻
出
版

三
月
一
九

七
O
年
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊

報
告
書
発
行

昭
和
四
十
七
年
度
事
業
計
画

昭
和
四
十
七
年
度
四
月
支
部
長会
議
は
四

月
二
十
一
日
午
後
六
時
か
ら
有
楽
町ニ
ュ
ー

ト

l
キ
ョ
l

成
渓
グ
ラ
プ
で
開
か
れ
た
。

-
岩
登
り
講
習
会
(
未定
)

(
ニ
〉

-
V
」
の
一
本
展
(
十
二
月
二
日
)

二
、
登
山
施
設
の
改
善
の
促
進

、

そ
の
他

登
山
の
た
め
の
適
切
な
事
業

-

上
高
地
山
岳
研
究
所
の
増
改
築
を
行
な

い
十
一
月
上旬
完
成
を
目
標
と
す
る
。

三
、
山
岳
巡
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関

す
る

企
画
お
よ
び
指
導

-

富
士
山
頂
に
夏
山
診
療
所
を
関
設

(
七
月
|
八
月
)

・

各
大
学
医
学
部
山
岳
部
に
よ
る
夏
山
診

療
所
に
対
す
る
援
助
(
七月
l

八
月
)

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

・

自
然
保
護
委
員
会
で
国
立
公
図
内
に
お

け
る
自
然
保
護
運
動
に
協
力

五
、

海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
指
導

-

と
く

に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る

無
事
故
登

山
を
目
的
に
会
員
へ
適
切
な
る
指
導
を
行
な

、

円
ノ

六
、
機
関
誌
な
ど
の
刊
行

-

「
山
岳
」
六
十
六
年
の
発
行
(
七
月
)

・

会
報
「
山
」
十
二
回
発
行
(
月
刊
)

・

「
山
岳
」
覆
刻
版
発
行
(
年
三
冊
)

・

山
岳
図
書
交
換
会
(
十
月
)

「
山
日
記
」
昭
和
四
十
八
年
度
版
発
行

(
十
一
月
〉

・
日

本
ア
ル
プ
ス
紹
介
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

発
行

-
J
A
C
紹
介
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

発
行

七
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
園
内
お
よ
び
圏

外
団
体
と
の
連
絡
、
情
報
の
交
換

・

海
外
委
員
会
を
設
け
、
世
界
の
登
山
団

体
と
連
絡
を
と
り
、
情
報
の
交
換な
ら
び
に

機
関
誌
の
交
換
を
行
な
う
。

八
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

必
要
な
事
業
を
行
な
う
。

四
月
支
部
長
会
議

四
月
理
事
評
議
員
会

(
十
四
日
午
後
六
時
半
本
会
ル1
ム
)

マ
出
席
者

三
回
会
長
、
成
瀬
、
吉
沢
副

会
長
、
中

屋
、
山
崎
、
阪
井
、
丹
部
、
宮
下

神
原
、
野
上
、
坂
下

、

中
島
各
理
事

、

織
内
、

加
藤

、

金
坂
、
佐
藤
、
津
田
各
評
議
員
、
山

下
、
今
井
監
事
、
林、

山
口
委
員

マ
議
事

-

上
回
地
山
岳
研
究
所
の
件(

山
崎
、
中
屋
)

自

転
車
振
興
会
か
ら
四
月
五
日
四
百
四
十

万
円
の
補
助
金
交
付
内
定
通
知
が
あ
っ
た
。

本
会
と
し
て
は
至
急
一
件
書
類
を
と
と
の
え

交
付
金
を
受
領
す
る
手
続
を
取
り
た
い
。
ま

た
そ
れ
と
平
行
し
て
募
金
委
員
会
を
設
け、

会
出
貝
を中
心
と
し
た
募
金
に
取
り
か
か
り
た

い
。
山
岳
研
究
所
は
年
内
完
成
を
目
的
と
し

従
来
の
山
荘
委
員
会
を
山
岳
研
究
所
建
設
委

員
会
と
し
て
次
回
理
事
会に
お
い

て
メ
ン
バ

ー

を
強
化
し
建
設
事
業
を
進
め
た
い
。
こ
の

三
回
会
長
あ
い
さ
つ
の
あと
懇
談
形
式
で

話
が
進
め
ら
れ
出
席
の
各
支
部
長
より
支
部

の
現
況
報
告
や
行
事
予
定
な
ど
の
簡
単
な
説

明
や
会
へ
の
希
望
が
の
べ
ら
れ
た
。
六
月
の

現
地
支
部
長
会
議
兼
現
地
小
集
会
の
案
内
、

自
然
保
護
運
動
の
推
進

、

支
部
還
元
金
の
問

題
、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

I

偵
察
新
聞
報
道
の
件

、

日
山
協
海
外
登
山
推
せ
ん
状
発
行
基
準
設
定

の
件
な
ど
に
つ
き
質疑
応
答
あ
り
。
静
岡
支

部
か
ら
は
本
部

、

支
部
と

は
い
っ
た
い
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
提
案
が
あ
り

、

本
件
を
め
ぐ

っ
て
越
後
、
関
西
を
は
じ
め
各
支
部
が
活
発

な
意
見
を
交
換
し
午
後
八
時
半
閉
会
し
た
。

マ
出
席
者
岩
手
(
笠
原
〉
、
秋
閏
(
柴
田
)

山
形
(
後
藤
〉
、
越
後
(
藤
島
)、
静
岡
(
山

本
)、

山
梨
〈
山
本
支
部長
代
理
)、

富
山
(
中

田
)
、東
海
(
熊
沢
)
、
信
濃
(
塚
本
)
、
関
西

(
今西
)
各
支
部
長

、

三
国
会
長

、

成
瀬

、

吉
沢
副
会
長、

一
勝
井、
山
崎

、

宮
下
各
常
務

理
事

、

板
倉

、

坂
下
理
事
、
加
際
、
折
井
評

議
員
、
伊
倉
剛
三

件
了
承
。

・

昭
和
四
十
七
年
度
会
員
総
会
の
件

(
中
屋
)

昭
和
凹
十
六
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
説

明
あ
り
、
こ
れ
を
承
認

、

四
月
十
八
日
会
計

監
査
を
受
け
る
。

な
お
総
会
通
知
で
理
事
候
補
と
し
て
山
口

節
子
氏
を
あ
げ
た
が

、

同
氏
が
一
身
上
の
都

合
で
辞
退
さ
れ
た
た
め
、
須
回
紀
子
氏
を
お

す
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
件
了
承
。

マ
報
告

・

佐
々
木
光
子
氏
辞
任
の
件
(
山
崎
)

本
会
経
理
担
当
職
員
佐
々
木
光
子
氏
は
一

身
上
の
都
合
で
五
月
末
退
職
さ
れ
る
と
と

に

な
っ
た
。
後
任
者
を
求
め
て
い
る
の
で
、
心

当
り
の

あ
る
方
は
本
会
事
務
局
ま
で
連
絡
し

て
も
ら
い
た
い
。

-

山
岳
六
十
六
年
の
件
(
中
島
)

山
岳
六
十
六
年
は
八
千
m
峰
特
集
と
し
て

現
在
編
集
を
進
め
て
い
る
。
六
月
ご
ろ
に
は

発
行
し
た
い
。

五
月
理
事
評
議
員
会

(
五
月
十
二
日
六
時
半
本
会
ル
l

ム
)

マ
出
席
者

成
瀬

、

吉
沢
副
会
長

、

中
屋

、

神
原
、
松
永

、

宮
下
、
坂
下

、

神
崎
、
板
倉
、

林
、
伊
倉
、
松
丸
、
近
一
服、
須
問
、
広
谷
、

帰
山
各
理
事
、
今
井
、
山
下
各
監
事

、

津
田

、

島
田

、

加
一
勝、
小
原
、
佐
藤

、

織
内

、

村
山
、

渡
辺
(
兵
)
、

金
坂
各
評
議
員

、

(
委
任
出
席
〉

中
島

、

丹
部
、
大
森
各
理
事
、
望
月、

中
田
、

高
山
各
評
議
員

マ
議
事

・

上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件
(

林
)

文
化
庁

、

理
境
庁
か
ら
正
式
認
可
が
あ
り、

山
岳
研
究
所
建
設
準
備
委
員
会
を
開
い
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。
七
月
に
は
着
工
し
十
月

い
っ
ぱ
い
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
自
転
車

振
興
会
か
ら
の
補
助
金
内
定
額
は
四
百
四
十

万
円

、

会
員
か
ら
の
募
金
を
五
百
万
円
と
予

定
し
て
い
る
。
募
金
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

で
案
を
作
っ

て
六
月
中
旬
か
ら
ス
タ

ー

ト
し

た
い
(
こ
の
件
了
承
)
。
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-

経
理
規
定
、
旅
費
規
定
の
件
(
中
屋
)

従
来
明
確
な
経
理
規
定
が
な
か
っ
た
の
で

明
文
化
し
た
。
ま
た
旅
費
規
定
に
つ
い
て
は

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
施
行
さ
れ
た
も
の
を

一部
改
正
し
た
い
。
原
案
を
な
お
検
討
して

常
務
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
で
了
承
。

-

事
務
局
佐
々
木
光
子氏
退
職
に
よ
る
新

任
者
採
用
の
件

(
林
)

会
員
に
後
任
者
推
薦
方
を
依
頼
し
て
い
た

が
三
名
の
応
募
が
あ
り
、
会
員
杉
山
孝
氏
の

妹
杉
山
都
子
氏
(
世
田
ヶ
谷
区
北
烏
山
六
l

一
一
一
一

l

一O
〉
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
こ
の
件
了
承
)

・

ル
l

ム
賃
貸
借
契
約
更
新
の
件(

中
屋
)

今
年
五
月
一
二十
一
日
限
り
で
向
井
組
と

の

契
約
が
き
れ
る
の
で
、
そ
の
更
新
に
つ
い
て

交
渉
を
す
す
め
て
い
た
が

、

明
年
五
月
末
ま

で
延
長
す
る
乙
と
で
明
渡
し
を
要
求
し
て
き

た
。
当
ル
l
ム
は
交
通
の
使
も
良
く

、

会
員

に
も
か
な
り
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り

移
転
す
る
こ
と
に
な
る
と
諸
経
費
も
か
さ
む

の
で
、
検
討
の
結
果
、
加
藤
評
議
員
に
再
交

渉
し
て
も
ら
う
こ
と
で

了
承
し
た
。

-

常
務
理
事
互
選
の
件
(
中
屋
〉

常
務
理
事
は
中
屋
、
林
、
伊
倉
、
宮
下、

中
島

、

坂
下
、
板
倉
と
決
定
。

.

四
十
七
年
度
理
事
会
務
分
担
の
件

(
中屋
)

中
屋
〈
総
務
、
財
務
)
林
(
山
研
、
総
務
)

伊
倉
(
総
務
、
財
務
、
支
部
)
宮
下
(
青
年

懇
談
会
、
高
所
登
山
研
究
会
、
指
導
、
総
務
〉

中
島

(
山
岳
)坂
下
(
会
報
)
板
倉
(
支
部

、

自
然
保
護
)
松
丸
(
山
日
記
〉
神
原
(
海
外

連
絡
〉
近
藤
(
図
書、

書
評
)
松
永
(
指導
〉

広
谷
(
遭
難
対
策
)
大
森
(
医
療
〉
須
田
(
婦

人
額
一
山
談
会
〉
丹
部
(
日
山
協
、
海
外
連
絡
、

都
岳
連
)
神
崎
(
集
会
、
青
年
懇
談
会
)
帰

6
-

山
(
青
年
懇
談
会
)

ト
一

・

常
任
評
議
員
互
選
の
件

(
中
屋
〉

間
一
常
任
評
議
国
貝と
し
て
島
回

、

加
藤

、

小
原
、

ι・
一織
内
、
村
山
、
渡
辺

、

金
坂
と
決
定
。

u
-

マ
訓
練比
口
事
項

ル
ー
ム
日
誌
〈
幻
年4
月

)

3

日
〈
月
〉
桜
門
山
岳
会

5

日
(
水
〉
自
然
保
護
委
員
会

婦
人
懇
談
会

6
日

(
木
)
学
生
部

7

日
(
金
)
常
務
理
事
会

山
岳
研
究
所
建
設
委
員
会

8

日
(
土
)
学
生
部

日
日
(
火
)
学
生
部

-

北
里
大
学
よ
り
ネ
パ
l
ル
国
カ
ン
ジ

ロ

パ
・

ヒ
マ
l

ル
へ
登
山
隊
を
派
遣
し
た
い
の

で
推
薦
状
を
交
付
し
て
欲
し
い
と
依
頼
が
あ

り
、

都
岳
速
に
交
付
方
を
出
願
し
た
。(

中
屋
)

・

都
岳
連
担
当
を
山
崎
安
治
氏
辞
任
に
よ

り
、

丹
部
理
事
を
推
薦
し
た
。
(
中

屋
)

・

U
I
A
A

総
会
の
件

今
年
度
は
入
月
二
十
九
日

i

九
月
三
目

、

ス
イ
ス
の
モ
ン
ト
ル
l

で
開
催
さ
れ
る
と
と

に
な
り
佐
際
テ
ル
、
神
原
達
氏
の
二
名

が
出

席
す
る
こ
と
に
し
た
。
(
神
原
)

・

山
岳
(
第
一
年
第
二
号
〉
覆
刻
版
が
今

月
末
に
刊
行
さ
れ
る
。
部
数
は
三
百
部
、
現

在
約
百
名
の
予
約
申
込
み
が
あ
る
。(

近
藤
〉

・

名
誉
会
員
岩
永
信
雄
氏
よ
り
蔵
書
寄
贈

の
申
し
出
が
あ
り

、

近
日
中
に
訪
闘
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
(
近

一
勝〉

・

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
が
六
月
三
、
四
日
と
決

ま
り
本
会
か
ら
伊
倉
理
事
が
出
席
、
例
年
通

り
一
万
円
を
信
濃
支
部
へ
助
成
す
る
こ
と
に

し
た
。

(
中
屋
)

マ
そ
の
他

・

有
志
閑
談
会
は
六
月
十
日
に
六
義
図
で

新
旧
役
員
懇
親
会
を
六
月

二
十
日
に
開
催

〈
幹
事
神
崎
理
事
〉、

青
森
県
岳
連
指
導
員
研

修
会
出
席
報
告

、

富
山
支
部
総
会
出
席
報
告

が
吉
沢
副
会
長
、
中
屋
、
板
倉
、
松
永
各
理

事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

・

次
回
常
務
理
事
会
は
五
月
十
九
日
午
後

六
時
三
十
分
よ
り

、

六
月
理
事
評
議
員
会
は

六
月
九
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
開
催
。

「
山
岳
」

第
六
十
六
年
予
告

『
山
岳
』

第
一
年
第
二
号

「山
岳
」
六
十
六
年は
原
稿
の
都合
で
発
行
一

覆
刻
版
発
売
中

が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
目
下
印
刷
に
ま
わ

一

頒
価
千
八
百
円
、
た
だ
し
郵
送
の
場
合
は

っ
て
お
り
、
七
月
初
旬
に
は
出
来
あ
が
る
予
一
送
料
手
数
料
込
み
で
二
百
円
を
別
途
い
た
だ

定
で
す
の
で
も
う
し
ば
ら
く
ど
猶
余
願
い
ま

一
き
ま
す。
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
の
で

す
。
な
お
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
希
望
者
は
代
金
を
そ
え
て
至
急
ル
1

ム
へ
お

進
蔵
日
誌
(
下
〉
成
田
安
輝

一
申
し
込
み
下
さ
い
。

事
務
局
よ
り
お

願
い

一
、
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
早
目
に
お

届
け
下
さ
い
。
最
近
会
報
の
返
送
が
ふ
え
て

い
ま
す
。

二
、
会
宛
送
金
さ
れ
る
場
合
は
0
0
年
度

分
会
費

、

0
0
報
告
書
代
O
O
円
、
同
送
料

O
O
円
の
ご
と

く
か
な
ら
ず
送
金
内
訳
を
お

書
き
添
え
願
い
ま
す
。

ロ
日
(
水
)
図
書
委
員
会

日
日
(
木
)
全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
委
員
会

M
日
(
金
〉
理
事
評
議
員
会

青
年
懇
談
会

日
日
〈
土
〉
学
生
部

初
日
(
木
〉
青
年
懇
談
会

幻
日
(
金
)
全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
委
員
会

辺
日
(
土
〉
昭
和
四
十
七
年
度
通
常
会
員
総

ム
古

川
品
目
(
月
)
桜
門
山
岳
会

お
日
(
火
)
書
評
委
員
会

町
四日
(
水
〉
山
岳
研
究
所
建
設
委
員
会

四
月
中
来
室
者
四
九
一
名

終
身
会
員

(
幻
年4
月
〉

一
八
四六
織

内
信
彦

二
ハ
四
一
佐
一
脈
テ
ル

一八
三
五

山
崎
安
治

物
故
会
員

五
七
五
七
真
田
昌
孝

昭
和
四
七
・

四
・

一
逝
去

会
員
名
簿
言
コ
訂
正

六
三
頁
下
二
二行
一
O
二
二
入
会
年
月
二

七
・
六
電
話

(
O一
二)
四
一
四
l

一一
一八

五
一

一O
三
頁
上
七
行
三
九
八
O

電
話
(
O
八

八
入
)
二
三
l

一
九
六O

春
の
叙
勲

今
西
錦
司
氏
(
会
員
番
号
一
一
一
七

番
)
は
天
皇
誕
生
日
の
去
る
四
月
二
十

九
日
付
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ

た
。小

池
新
二
氏
(
会
員
番
号
一
七

一O

番
〉
は
四
月
二
十
九
日
付
勲
二
等
瑞
宝

章
を
受
章
さ
れ
た
。

吉
田
久
兵
衛
氏
(会
員
番
号
入
二
六

番
)
は
四
月
二
十
九
日
付
木
杯
一
組
を

受
章
さ
れ
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
一
九
七
O
年
大
塚
博
美

マ
カ
ル
1

登
国
(
一
九
七
O
年
)

原
真
・

浅
見
正
夫

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
(
一
九
七
O
年
秋
〉

川
回
哲
二

p
m
m登
頂
(
一
九
七O
年
秋
)
住
吉
仙
也

チ
ュ
I

レ
ン

・

ヒ
マ
l
ル
登
頂

(
一九
七

O
年
秋
)
山
本
良
三

ダ
ウ
ラ
ギ
リ

明
日登
頂
一
九
七
O
年野

村
哲
也

ア
ン
ナ

.

フ
ル
ナ
E
登
頂
一
九
七
O
年

真
仁
田
美
智
子

コ
l

-

イ

・

パ
ン
ダ
コ
l

一
九
七O
年

一
瀬
義
典

コ
l

・
イ

・

パ
ガ
ー

ル
一
九
七
O
年

中
瀬

司

ピ
ナ
ウ
ィ
谷
登
山
記
松
下
征
文

サ
ラ
グ
ラ
I

ル
除
周
辺
の
山
座
同
定

宮
森
常
雄

ネ
パ
ー
ル
の
散
歩
道
神
原
逮

他
に
追
悼
、
図
書
紹
介

、

会
務
報
告
、
英

文
梗
概
。

あ
と
が
き

本
会
が
マ
ナ
ス
ル
や
エ
ベ

レ
ス
ト

に
隊
を
送
り
多
忙
を
極
め
た
当
時
、

会
務
を
抱
え
会
報
発
行
に
専
念
さ

れ
た
山
崎

安
治
さ
ん
、
永
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

こ
の
た
び
吉
沢
一
郎
副
会
長
夫
人
が
五
月

二
十
六
日
東
京
女
子
医
大
付
属
第
二
病
院
で

急
逝
さ
れ
た
。
ご
逝
去
を
悼
み
甜
臨
ん
で
お
悔

み
申
し
上
げ
ま
す
。
(
坂
下
〉

昭
和
四
十
七
年
六
月
十
日
発
行

東
京
都
千
代
田
区
神
岡
錦
町

一一
一
l

一
一一ニ

向
井
ピ
ル

発
行
所
制
凋日
本
山
岳

会

編
集
代
表
坂
下
心
一

(
抑
)
七
四
四

一

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂
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東
海
支
部
移
転
通
知

名
古
屋
市
中
区
錦
三
|
一
一
四
|一
一
一
二
徳
一

ピ
ル
五
階
ア
ル
プ
ス
内
電
話
九
六
二|
四
八
一

一
五

一

岡
田言
報
「
山
」第
三
ニ
ニ
号
三
月
理

一

事
評
議
会
議
事
録
、
秩
父
宮
学
術
記
念
賞
の
一

件
中
、
「松
本
徽
章
寄
贈
の
エ
ベ
レ
ス
ト
・

メ

一

ダ
ル
」
と
あ
る
の
は
、
松
本
徽
章
寄
贈
で
は

一〉

な
く
、
製
作
さ
せ
た
も
の
で
す
の
で
訂
正
、
-

け

お
詑
"
ひ
い
た
し
ま
す
。

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
知
ら
せ

本
年
も
左
記
の
要
領
で
恒
例
の
ピ
l

ル
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
多
数
ご

参
加
下
さ
い
。

・

日
時
七
月
二
十
二
日
(

土
〉
午
後
四
時

・

場
所
本
会
ル
l

ム

・

会
費
軽
食
お
つ
ま
み
付
ピ

l

ル
券
五
百

円
、
同
じ
く
ジ
ュ

ー

ス
券
三
百
円

申
込
方
法
ル

l

ム
に
電
話
あ
る
い
は
手

紙
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

婦
人
懇
談
会
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ミ
ュ
ン
ヘ
ン

・

ユ
i

ス
・

キ

ャ
ン
プ
参

加
募
集

ド
イ
ツ

山
岳

会
で
は
、
本
年

八
月
二
十
六
日

l

九
月
十
日
に

開
催
さ
れ
る
ミ

ュ

ン
ヘ
ン
・

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

に

際
し
世
界
各
国

か
ら
四
百
名
の

青
年
を
招
き
キ

ャ

ン
プ
を
開

く
。
オ
リ
ン
ピ

ツ
グ
競
技
も
参

観
で
き
る
が
旅

貨
と
私
的
な
費

用
は
各
人
の
負

担
、
滞
在
費
は

ド
イ
ツ
山
岳
会

が
持
つ
。
た
だ

し
各
人
参
加
費

と
し
て
二
百
マ

ル
グ
支
払
う
こ

と
。
各
国
の
参

加
者
は
五
名
程

度
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
民
族
舞
踊

な
り
音
楽
を
披

露
す
る
こ

と
。

今
の
と
こ
ろ
参

加
希
望
者
が
一

人
だ
け
、
希
望

者
は
海
外
連
絡

委
員
会
に
至
急

お
申
し
込
み
下

さ
い
。

~一

i
サ結
論­

へ:

- 964 ー( 10 ) 
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支出

科 目 | 予算 | 決算 !諸説53
運営管理費 5 ,956 ,000 1 6 , 311 ,628 1 355 ,628 

昭和 46 年度収支決算表 給 料費著書君愛貸料 1 ,900 ,000 1 2 ,018 ,900 1 118 ,900 交文印 具 200 ,000 1 159 , 720 ム 40 ,280 
自昭和 46年 4 月 1 日 刷 200 ， 000 1 258 ,803 1 58 ,803 

通 400 ， 000 1 221 ， 680 ム 178 ， 320
至昭和 47 年 3 月 31 日 通信 1 ,100 ,000 1 1 ,505 ,263 1 405 ,263 

保営誇家光 1 ,190 ,000 1 1 ,189 , 728 ム 272 
(単位円) 険 21 ,000 1 21 ,008 1 8 

繕 40 ， 000 1 68 ,560 1 28 ,560 
税会 55 ,000 1 57 ,148 1 2 ,148 

収入 熱 270 ， 000 1 146 ， 873 ム 123 ， 127
科 目 ! 予 算 ! 決 算 i 予算増に対すf る、 事電備制轟 話議際 80 ,000 1 161, 090 1 81,090 

J' :!>i'- I fA. 1/1'- I 決算減、ムノ 50 ,000 1 20 ,640 ム 29 , 360 
経常収入 札200 ， 00o 1 9 ,513 ,126 1 3 , 313 ,126 質費 50 ,000 1 118 ,560 1 68 ,560 

入 会 900 ,000 I 1 ,100 ,000 I 200 ,000 品質 120 ,000 1 127 ,460 1 7 ,460 
.~~V I .......vv'v'"'v I "'v ,"" 替料 60 ,000 I 89 ,445 I 29 ,445 会 金臨 5 ,300 ,000 1 8 , 313 ,126 1 3 ,013 ,126 部運営費 lﾕﾕ:ﾕﾕﾕ 1 5s:iôõ ム 41，900 終身会 L費JK 100 ,O00 100 ,ooo 22 120 ,CD0 88 ，650 ム 31 ， 350

事 業 収 2話品2設1 2 ,710 ,O00 4 ,514 ,483 1 ,804 ,483 甫 業会山時書E聖問宜 5. 3~ヲ0.000 I 6.179.552 I 809.552 山岳 550 ,000 1 610 ,000 1 60.000 苧 ，"， υ ， υ ..... v, VV'" I vv.... 

会 報 200 ,000 I 224 ,900 I 24.900 出出版版イ7版版z fg書費賢z T 聖 1, 000 ,000 I 1, 084 ,555 I 84 ,555 山 田 5ω:ωÕ s�:i焄i� ""."0 II ':!!! !;¥! ! 21 3 ， ω0 ， 000 1 3 ,306.785 1 6 ,785 
Z当 l 岳ライ研プ丁 1 .400 ,000 I 2.905 , 775 I 1.505.775 図名山山 400 ,000 1 580 , 310 1 180 , 310 ~j~1.;. _VJh ;G~-tl .L , ..vv ,vvv j "，，:7~~ ， ~~~ .l，i)~~，~!~ 11 UJ ffi .~ - 5 IliÚti'Yt l 500:000 I 500:000 
ク 73 ， 15~ I ̂ ~~，~~~ 11 ~ÆÐiiill;1i 1 288:600 288:60� 山研 50 ,000 1 0 ム 50 ,000 I I ~l.U 1 JR.:--'~V. UJ/~~ 1 ......" ̂^^ I :-~~ . 
その他 i�:�� 200 ,65Õ 1 - 19ﾕ:65ﾕ 11 ~ 1l! !I !~~，~~~ 170 ， 77~ 1 , .~~，!!~ 

, V"" I ...vv'vvv I "''''', 指調海山 100 ,000 1 0 ム 100 ,000 

雑 入 565 ,000 1 1 ,274 , 395 1 709 , 395 諸究他山導所関事関係運係業支営 100 ,000 1 50 ,000 ム 50 ,000 寄収利山 200 ,000 1 285 ,057 1 85 ,057 外 150 ,000 I 55 ,497 ム 94 ,503 
岳 45 ,000 1 57 ,000 1 12 ,000 岳研 160 ,000 1 138 ,030 ム 21 ,970 

300 ,000 I 300 ,000 その 10 ,000 1 5 ,000 ム 5 ,000 その診他付療雑助収成金入金息 320 ,000 1 632 , 338 1 312 , 338 エベレスト登 貸出 3 ,411 ,068 1 3 ,411 ,068 

エベレスト登山関係収入 191 ,477 1 191 ,477 小 計 11 , 326 ,000 1 15 ,902 ,248 1 4 ,576 ,248 

小 計 9 ， 475 ， 000 1 15 , 493 ,481 1 6 ， 018 ， 481 予 備 'I'i 1 300 ,000 ム 300 ， 000

前年度繰越 6 ,862 ,577 1 6 ,862 ,577 1 0 繰 越 4 , 711 ,577 1 6 ,453 ,810 1 1 ,742 ,233 

合 計 I 16，紙同 | 2山札制 I 6，肌組 合 計| 川3叩7 I 2日札価 6，肌必1
スチー ル書架 2 1 3 ,928 1 2) 建 物 資 産 総額 18 ,450 ,111 
組立用本棚 1 I 2 ,187 本 財
スクリーン 1 I 12 ,079 用途 位 置 ~ 門管| 主管 1 基 産 100 ,000 
電気 掃除 機庫 1 I 2 ,467 盟主判.J@_笠 1 運用財産 18 , 350 ,111 
ホ ー ル ・ス タ ン 3 1 10 ,002 研山 岳 昭和36 内訳 1. 基本財産 財'
手提金 1 I 1 ， 234 究所 年 5 月 450 ， 000 預入先金額
複写機 1 1 57 ,733 1 l \lI r 7t.ml"E~'.'l''i'n l'JZlin'i!l Î25 日 ( タ イ プ ・ ス タ ン ド 2 22 ,310 長曇林上1野郡高3地県林安南曇国小班有安村 ||両種面類詞] 日 本信託銀行本店 |1 100 ， 0ω 1 昭

計 I 768 ,369 3) 什 器備品 2 運用財産 4和7 産
種 類 | 数量 | 金額 1) 現金及預貯金国 年3 

4) 図書
| 宛名カード ・ ケース 1 I 7 , 776 種類預 入 先 金 額 月 日

種類 冊(枚)数 金額 ! 新刊書ケ ース � I 2:667 現金 63，ぉ5 I ~ 
セーフネス金庫 1 I 9 ,472 日

和地洋 密警図 1 ,047 1 2 ,00 
2 ,567 1 2 ,084 ,100 ローヤルタイプライター 1 I 50 ,480 東京銀行本 店 31.302 I _::;; 
233 1 87 ， 652 電 話 2 1 73 ,000 

スライドプロジェクター 1 I 4 ,086 協和銀 行神田支店 2 , 718 ,424 1 ~ 単位
3 ,847 1 4 ,177 , 932 ス チ ーノレ雑誌架 4 I 17 ,796 定期預金協和銀行神田支店 3 ,550 ,000 

情子 47 I 61 ,210 
5) 絵 画 机テープノレ 17 I 109 ， 814 振替預金東京地 方貯金局 32 ,557 I ﾔ 

20 点他 肌0∞ 品弘 一きノレ JE ;なお 保証金向 井 組 6，肌000
社団法人日本山岳会昭和46年度収支決算表及 ファ イリン グ ・ キャビネット 6 1 46 ,676 計 12 ,453 ,810 

ひ財産目録につき ， 監査致しましたと ニ る其の マップ・ロ 移ッ違踏動カ書普 ;; I : I ~~，~:~ I (参考) 1 終身会費 600.000 を含む
正確な ー と を認承致します ゴンパ ッ-式クB 庫席4ロA 4 94 ,440 ' 昭和 471手 3 月 31 日 監。事 今井雄 二 キーパ 1 iI i!t JlI� 1 2 1 18刈o I (定期預金問，0∞， 現金 50 ， 000 )

同上山下一夫 移動 11 2 ,708 

昭和 47 年度収支予算表 〈案〉 交通印 刷 苦言g科y 420 ,O00 2C D,O00 220 ,O00 
(ム印前年度比減) 通 300 ,000 1 400 , 000 ム 100 ,000 

イ言 1 ,850 ,000 1 1 ,100 ,000 1 750 ,000 
収入 家 1 ， 190 ， 000 1 1 ,190 , 000 1 0 

科 目予 算前年度予算増 減 保 険 21 ,000 1 21 ,000 1 0 
諸営光 繕 100 ,000 1 40 ,000 1 60 ,000 

経常収入 7 ,000 ,000 1 6 ,200 ,000 1 800 ,000 税会'1111 57 ,000 1 55 ,000 1 2 ,000 
入 会 金資質 1 ,000 ,000 1 900 ,000 1 100 ,000 熱 費 150 ,000 1 270 ,000 ム 120 ， 000
会 6 ,000 ,000 1 5 , 300 ,000 1 700 ， 0口口 電話料 150 ,000 1 80 ,000 1 70 ,000 

終身 会 交彦会値桜竜業苦2 程 議'l'il 50 ,000 1 50 ,000 1 0 IJJ 業会山山収岳の住行研他入究鈎都野 5 ,590 ,000 1 2 ,710 ,000 1 2 ,880 ,000 際 意 150 ,000 1 50 ,000 1 100 ,000 11: ι 業z収料料税上料 800 ， 0∞ 550 ,000 1 250 ,000 品 350 ,000 1 120 ,000 1 230.000 200 ,000 1 200 ,000 1 0 替 90 ， 000 1 60 ,000 1 30 ,000 
500 ,000 1 500 ,000 1 0 部運営 2222 2 2 100 ,O00 100 ,O00 0 

刊 4 ,040 ,000 1 1 ， 4∞， 000 1 2 ,640 ,000 利厚生 120 ,000 1 120 ,000 
山 50 ， 000 ム 50 :000 1 1 . ~ 'l'il 100 ,000 1 _ !~O ， OOO ム 20 ， 000
モ入 50 ， 000 1 10 ,000 1 40 ， 000 事 6 ,560 ,000 1 5 , 370 ,000 1 1 ,190 ,000 

報 2費投資21 1 ,200 ,000 1 1 ,000 ,000 1 200 ,000 
雑 収利貸寄山 入 470 ,000 1 565 ,000 ム 95 ,000 岳 3 ， 300 ， 0∞ 3 ， 3口 0 ， 000 1 0 

金息金料 200 ,000 1 200 ,000 1 0 簿 400 ,000 ム 400 ,000 

醤の皮診他毒付雑詰蛇収成 20 ,000 1 20 ,000 岳覆 930 , 000 1 930 ,000 45 ， 000 ム 45 ， 000 1 1 ~-'-'{Ii'-"~~ I 200:ﾓOO 1 150 ,000 1 50:000 
100 ,000 1 100 ,000 1 0 

そ 入 250 ， 0∞ 320 ， 000 ム?~，~~~ 1 1 f~ 凬i ~ ﾍiiﾌﾍ ~I 100:000 1 100:000 1 0 
13 ,060 ,000 1 9 ， ~75 ， O~Q 1 . 3 ， 5~~ ， Q~Q 1 1 劦i ~ fMﾍ li¥ il: 1&1 150:000 1 150:000 1 0 前年小 越 6 ， 453 ， 810 1 6 ， 862 ， 577 ム 408 ， 767 160 ， 000 ム 160 ， 000

合計 19 ， 51 3 ， 810 I 16 , 337 ,577 1 3 ,176 ,233 538000 ，，OG000010，∞0537000 ，， ooooo o 

歳 出 300 ,000 1 300 ,000 1 0 

運 営 管給 理 費 7 。咽 000 I 5.956 。ハハ 1.372.000 1 I ~t '!tl 1~ ，~~~， ~~~ 1~ ，~~~，~~~ 2 ，~~~，~~~ ， J40 ， V山，:l';)Q ， VUV I .1， \)1ι'~~~ I IIﾍI.! iIl!l 5.025.810 I 4 , 711 , 577 I 314 ,233 2 ,050 ,000 1 1 , 900 ,000 1 150 ,000 .v..."'."...v I ""1 ....... , 
文具 80 ,000 I 200 ,000 1 6. 120 ， 000 合 計 19 ， 513 ， 8 10 I 16 , 337 ,577 I 3 ,176 ,233 
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円
円
円
円
〆
円

=
J

円

ω
'

叩

m
m
z

∞
配
備
叩

υ
ブ

m
M

三
日
カ
仰
凶
断

m

m
イ
侃
帖
価
副
編
価
-
-
一
定

.
L一
征
価

清
も
定
チ
定
日
会
史
パ

島

ι
遺
宮

崎
ノ

E
i
ツ

配
ナ
岳
配
μ

印
一
、
山
凶
克

引
だ
制
策
ケ

ω
f

，

山
刊
:
明
日
〆
U

閣

脈
錦
h
JM
一
山
お
力
説
…
ン
編
叩
、
深

山

一
一
白
川
崎
一

く

雲
仙
汁
盟
店
汁
一

一

献
一
日
北
山
藤
日
足
ア
京
叫
登
高
キ
東

替
一吋

一
叩
叩
隅
瞬
間
一
訟
…
叩
集
畑

山
一
川
釦

M
M
U
U
日
目
、
尻
町
な
伽
2
4

2
一
町
一
又

淀
川:
三
三三
ぺ
恥
む
か
骨

三
唱
い

山
町
一
訳
E
m

R
十
信仰
昨
日
時つ

ρ
豊

わ
算
岬

小
一
敬

む
年

間
総6
6
6
6
6

レ

防
い
間

1

編
酔

則
一
云
可
知
的
2

相
〉

カ
編
列
し
山
款
宏
け

と
側
、
Z
倉
叩
刀
編
凶
編
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